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3 世田谷区の経済産業政策の方向性

3 世田谷区の経済産業政策の方向性

（1）「世田谷区地域経済の持続可能な発展条例（発展条例）」の理念と
　　「ビジョン（未来像）」

2022年（令和4年）4月に制定された発展条例においては、「地域経済の持続可能な発展」を通じて、
「豊かな区民生活」の実現に寄与していくことを目指しています。「地域経済の持続可能な発展」に向け
ては、経済的発展に加え、社会課題や地域課題の解決など非経済的価値の重要性を認め、両立すること
を目指し4つの基本的方針を掲げているところです（図表43）。

今般、新たに策定する「世田谷区地域経済発展ビジョン」は、前述の地域経済や個々の事業者が抱え
る課題、将来生じると考えられる変化と区内産業への影響を踏まえ、4つの基本的方針を実現するため
の方向性（目指す姿）や具体的取組み（方策）等を整理するものであり、これらの方向性や具体的取組
みを通じた先の目指す未来像として「ビジョン（未来像）」を設定しました。

この「ビジョン（未来像）」は、個々の取組みを通じた先の世田谷地域経済の将来像を端的に表現す
るものであり、新たな経済産業政策を展開するにあたってのキーワードとなるものです。

〈発展条例における4つの基本的方針〉

基本的方針1 区民生活を支える多様な地域産業の持続性の確保に向けた基盤強化を図る

基本的方針2 誰もが自己の個性及び能力を発揮することができる働きやすい環境を整備し、
起業の促進及び多様な働き方の実現を図る

基本的方針3 地域及び社会の課題の解決に向けてソーシャルビジネスの推進を図る

基本的方針4 地域経済の持続可能性を考慮した事業活動及びエシカル消費の推進を図る
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（図表43）世田谷区地域経済の持続可能な発展条例（概要）

令和4年4月、産業振興基本条例を「地域経済の持続可能な発展条例」として改正。
非経済的な価値も重視し、地域・社会課題の解決と、経済的発展との両立を実現すること
で地域経済の持続可能な発展を目指す。
理念・目的の実現に向けて、4つの基本的方針を設定。
事業者を軸としながらも、区民一人ひとりの存在や役割向上を踏まえ、区民にも理解と協
力を促す。

目 的
「地域経済の持続可能な発展」

〈分野別方針〉
商業・工業・農業・建設業の振興、福祉や教育など多様な産業の振興

《世田谷区地域経済の
持続可能な発展条例》

寄与

区 事業者 区  民

◦指針の策定。
◦中小企業、小規模事業者、
　NPOへの支援その他必要な
　施策を講ずる。　
◦事業者や区民等の取組みを
　促す環境整備。

◦地域や社会の課題解決と持続　　
　可能性を考慮した事業展開。
◦経営基盤強化、福利厚生向上　
　等に努力。
◦商店街で事業を営む者の商店　
　会への加入、応分の負担。

◦地域の経済発展と地域や　
　社会の課題解決の両立の
　必要性への理解と協力。
◦地域や社会の課題解決に
　向けたソーシャルビジネス
　への理解と協力。
◦エシカル消費の推進。

「豊かな区民生活の実現」

地域経済の持続可能な発展を目指す会議

◆�多様な地域産業の
　持続性の確保に向けた
　基盤強化

◆地域や社会の
　課題解決に向けた
　ソーシャルビジネスの
　推進

◆�起業の促進及び
　多様な働き方の実現 

◆持続可能性を考慮した
　事業活動及び
　エシカル消費の推進

基本的方針

世田谷区地域経済の持続可能な発展条例について
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（2）ビジョン（未来像）

「産業ビジョン」では、「区民が充実した日々を送ることができる、安全・安心、快適な環境を享受で
きるように産業が支えていく視点が重要」との観点から、『区民・産業がつくる　世田谷の新たな価値
と豊かさ』をメインテーマとして掲げ、この下にありたい姿や取組みの方向性を整理しています。その
後の発展条例においては、「豊かな区民生活」の実現を大目標に掲げつつ、「地域経済の持続可能な発
展」を目的として設定しています。
「豊かな区民生活」については、この間、社会経済環境や人々の価値観はより多様化が進み、「豊か

さ」の考え方についても、例えば、経済的な豊かさ、環境調和の観点からの豊かさ、キャリアやワーク
スタイル、ボランティア活動や趣味なども要素として含む豊かさ、人間関係や交友関係の観点からの
豊かさ、地域社会や自身が属するコミュニティに関する豊かさ、心身の健康や自分らしさに関する豊
かさなど、その考えも多様化しています。このように今、価値観が多様化する中で、多様な豊かさや幸
福を示す概念として確立されてきたウェルビーイングという考えの下に、それぞれの豊かさを実現し
ていくことが重要と考えています。

経済産業分野においても、最終的には各種施策の先に多様な主体のウェルビーイングに寄与するこ
とが重要であると考えることから、この考えを「ビジョン（未来像）」として掲げ、これを見据えた政策
や施策を講じていきます。つまりは、産業の活性化を通じて地域経済循環を「太く」する経済的発展を
中心に据え、そこに、例えば、働き方の多様化や地域及び社会課題の解決、エシカルの浸透など非経済
的価値を付加することで、世田谷の特色を踏まえた持続可能な地域経済の実現を通して、多様な主体
のウェルビーイングを高めることができると考えます。そうした考えをまとめ、「持続可能な経済循環
で実現する世田谷のウェルビーイング」を「ビジョン（未来像）」として設定しました。

この「ビジョン（未来像）」の実現に向けての方向性や考え方については、後述①「「ビジョン（未来
像）」実現に向けた大きな方向性」、②「「ビジョン（未来像）」実現に向けた基本の考え方」で整理しま
す。

また、これらの考え方をより広く共有し、地域全体で強力に取組みを推し進める観点から、これらの
考えをより端的に表し、親しみやすいサブキーワードとして「幸循環 共創区 世田谷」を設定し、これ
まで以上に多くの方を巻き込み、地域全体で新たな経済産業政策に取り組んでいきます。

持続可能な経済循環で実現する世田谷のウェルビーイング1

1 身体的、精神的・社会的に良好で全てが満たされている状態にあることを意味する概念。本項では主観的な個人の幸福感のみ
ならず、区内事業者を含む様々な主体が良好で満たされるとともに、地域の一体感やつながり、共創、寛容さなど地域全体の協
調的幸福感を向上させることを含めて使用している。
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①「ビジョン（未来像）」実現に向けた大きな方向性
地域経済活性化や産業振興の観点から設定した「ビジョン（未来像）」である「持続可能な経済循環

で実現する世田谷のウェルビーイング」を実現するにあたっては、基本的方針1「区民生活を支える多
様な地域産業の持続性の確保に向けた基盤強化を図る」を軸とし、産業の活性化を中心にその実現を
図ることが重要です。

前項までにおいて、地域経済や区内産業が抱える課題を挙げてきましたが、これらの課題の解消や
低減を図ることにより、既存産業を中心とする産業の活性化を通じて、地域経済の持続可能な発展に
取り組んでいきます。具体的には、事業者の「資金」、「人材」、「企業構造（例えば、デジタル化や設備投
資など）」について、課題の解消・低減や活動の円滑化などを通じて企業活動の活発化を後押ししてい
きます。その上で、「情報」や「規制・インフラなど周辺環境」の課題解決に向けた取組みを通じて、企
業活動の更なる活性化を後押しします（図表44）。

（図表44）地域経済の持続可能な発展に向けた大きな方向性（経済循環と解決すべき課題（例示））

事業経営に必要な資金を
どう獲得するか

▪�前向きに努力する事業
者が資金を得られる仕
組みや環境の整備

▪�収益の拡大
▪�区民生活や地域産業を

支える業界の後押し

事業運営に必要な人材を
どう確保するか

▪�人材の育成と誘致
▪�新卒者、転職者、女性、

シニア等の区内就労促
進

▪�専門人材の活用

如何に域内消費を活性化
するか

▪�地域通貨等を活用した
域内消費喚起

▪�職住近接による域内活
動の増加

▪�地域外から消費を呼び
込む仕掛け

デジタル化等含む企業構
造の強化を如何に図るか

▪�DX、デジタル化の後
押し

▪�制度変更等への対応
▪�設備投資や製品開発等、

新価値創造の後押し

地域でよりよく働く環境
をどう確保するか

▪�地域で多様に働ける環
境の向上や改善

▪�賃金の上昇

時代変化に沿った
意識改革と啓発

▪�社会経済環境等の変化
に対する認識のアップ
デート

分かりやすい情報発信

▪�情報を得たい者が情報
を得られる情報発信

▪�ユーザー自ら情報を得
るための行動促進

ビジネスしやすい環境への改善

▪�障害となる規制やインフラ等
の洗い出し

▪�インフラ環境整備に向けた関
係機関との検討

企業活動の活性化を起点に
経済循環を太くする

地 域 経 済 の 持 続 可 能 な 発 展

分配（所得）

生産（企業活動）

資金の問題 人材の問題 消費の問題企業構造の問題 働き方の問題

意識の問題

情報の問題 規制やインフラの問題

支出（消費）

解
決
す
べ
き

主
な
課
題

方
向
性

産 業 の 活 性 化 多様な働き方、
地域課題解決、
持続可能性、
エシカルなど

円滑な企業活動を下支え

（地域経済循環）
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企業活動の活性化は、「分配（所得）」つまりは「雇用」に直結し、更には「消費」に繋がるなど、地域
内経済循環の起点となるものです。そこに例えば、多種多様な専門人材の存在や包摂的考えの根付く土
壌、多彩な地域資源や地理的な優位性など世田谷の強みや魅力、また、その発信を重ねることで人を呼
び込み「消費」に繋げるなど、企業活動や経済活動に好影響を与え、経済循環を「太く」していくこと
を目指します。

さらには、これらの取組みの上に、基本的方針2～4に関する考え方やその促進のための取組みを付
加することで、世田谷の特徴を兼ね備えた、より高度な水準の持続可能な地域経済の構築につなげて
いきます。

これらを事業者、区民、関係機関、行政等が一体となって取り組むことで、世田谷の特色を取り込ん
だ持続可能な地域経済の構築に取り組んでいく、これを「「ビジョン（未来像）」実現に向けた大きな方
向性」として位置付けます。なお、具体化した要素や手段・手法等については、本項（4）「目指す姿」と

「実現に向けた取組み」において示していきます。

②「ビジョン（未来像）」実現に向けた基本の考え方
①「「ビジョン（未来像）」実現に向けた大きな方向性」を前提として、「ビジョン（未来像）」実現に向

けた基本の考え方を以下のとおり整理しました。
施策や取組み、活動や行動などのきっかけは「期待感」や「わくわく感」です。「見える化」や「応援」

「遭遇」などを大事にし、「期待感」や「わくわく感」の原動力とすることで「持続性」が生まれます。持
続性のあるところに、さらに「交流」「ごちゃ混ぜ」「多様性」などが加味されることで、更なる「共創」
を促し、その結果、「新たな価値の創造」に繋がると考えます。その際、エシカルや人権等に関する考え
などを取り込むことも重要です（図表45）。このような循環が継続的に発生することを政策及び施策展
開の基本の考えに基づき制度設計していきます。

（図表45）ビジョン（未来像）の実現に向けた基本の考え方

わくわく感
期待感 持続性

共 創

ごちゃ混ぜ

交流
見える化

応援

遭遇

エシカル 巻き込み 多様性

SDGs

新価値創造
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（3）取組み推進のための大切な視点

　「ビジョン（未来像）」を見据えた取組みを進めていくにあたって、政策課題の重要性や必要性、緊急
性、波及効果等の観点から優先順位をつけて実行していきます。

さらに、施策の効率化や効果の最大化を図ることが重要であることに鑑み、施策の企画から実施に
至るまで、今後必要な取組みを推進していく際に必要となる横断的な5つの「大切な視点」（図表46）を
整理し、これらの観点も踏まえて取組みを構築し、実施していきます。

【大切な視点】

①「横串としての地域経済産業政策」の視点

▶� 各分野の課題解決に寄与する横串としての地域経済産業政策の構築を図る
▶� 分野横断的な連携強化（行政内含む）により効果的・効率的な課題解決や付加価値創出
　 ➡　これにより、効果の波及の広がりや付加価値の創出・増大に寄与

②「インパクト設計」の視点

▶ �公共的意義に加え、地域経済や区民の暮らしへの影響を考慮した制度設計及び優先順位付け
▶ �多様な側面からの効果や影響についても評価（インパクト評価）
　 ➡　�これにより、地域経済や地域産業への効果最大化に加え、区民生活の質の向上に

寄与　

③「ユーザー」の視点

▶ �実態を踏まえ、ユーザー視点での真に必要な「使える／使われる」施策を構築
　 ➡　これにより、施策の使い勝手の向上による施策の効果の最大化に寄与

④「官民共創」の視点

▶ �官民の得意分野や専門人材等を活かし、施策の効果最大化を図る
▶ �時代に求められる「ゆるさ」を考慮した多様な主体を呼び込むプラットフォームを整備
　 ➡　�これにより、多様なニーズへの対応と官と民や、様々な資源の力を引き出した好

循環と新たな付加価値を創出

⑤「ブランディング」の視点

▶ �地域や産業の魅力・強みを改めて見直し、魅力を活かした施策を展開
　 ➡　��これにより、地域産業の厚みやブランディングに繋がり、産業活性化や消費喚

起、地域経済活性化に寄与
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（図表46）大切な視点

大切な視点（背景や課題等からの導出の過程）

▶世田谷区産業ビジョン（2018.3）において、産業振興の観点から様々な施策を広く網羅して実施。
▶地域経済の持続可能な発展条例（2022.4）において、社会経済環境の変化等の考え方や経済産業政策の軸を大胆に変更・追加。

▶これまで行政を中心に実施してきた個々の施策から、横断的な課題や不足を括りだして抽出。
▶括り出された共通課題から、今後、取組みを推進していく際に必要な「視点」を抽出。
▶�今後、各施策を進めていくにあたっては、政策課題の重要性や必要性等に加え、「視点」の観点を踏まえて施策の効果の最大化や効率
化を図る。

◦�他の政策との横断的な連携が十分で
ないことにより効果が限定的（施策
の効果や波及の広がりが限定的）

◦�施策の必要性や影響・波及効果が最
大化されていない（公益性、公共性、
公平性等の観点から必要な取組みと
なっているかの検証が不足）

◦�施策や支援策の使い勝手や認知度が
低い

◦�世田谷産業の魅力や強みがPRできて
いない

◦�課題が単独分野に閉じ
ない状況が広がる中、分
野別の考えから脱却で
きていない

◦�主体の広がりと巻き込
みへの対応が十分でな
い

◦�各分野の課題解決に寄
与する横串としての経
済産業政策の構築

◦�分野横断的な連携強化
（行政内含む）により効
果的・効率的な課題解決
や付加価値創出

�これにより、波及の広が
りや付加価値の創出・増
大に寄与

◦�ニーズの把握や公共性
など多角度からの検証
が不十分

◦�効 果 検 証 が 十 分 で な
かったり、手法が確立さ
れていない

◦�公共的意義に加え、地域
経済への影響（インパク
ト）を考慮した制度設計
及び優先順位付け

◦�多様な側面からの効果
や影響についても評価

（インパクト測定）

これにより、地域経済や
地域産業への効果最大
に加え、区民生活の質の
向上に寄与

◦�ニーズの把握や多角度
からの検討が不十分

◦�ニーズや価値観が更に
多様化している

◦�実態を踏まえ、ユーザー
視点での真に必要な「使
える／使われる」施策を
構築

これにより、施策の使い
勝手の向上による施策
の効果の最大化に寄与

◦�行政主体の施策立案の
意識から脱却できてい
ない

◦�プラットフォームの活
用や認知、アプローチが
不十分

◦��官民の得意分野や専門
人材等を活かし、施策の
効果最大化を図る

◦�時代に求められる「ゆる
さ」を考慮した多様な主
体を呼び込むプラット
フォームを整備

これにより、多様なニー
ズへの対応と官と民・地
域の力を引き出した好
循環と新たな付加価値
を創出

◦�地域や産業の魅力や強
みに関する情報発信が
うまくできておらず、ブ
ランディングが弱い

◦�地域や産業の魅力・強み
を改めて見直し、魅力を
活かした施策展開とブ
ランディングを行う

これにより、区内産業の
厚みが増すことやブラ
ンディングに繋がり、産
業活性化や消費喚起に
寄与

◦�ニーズの多様化・専門化への対応や実務に
則した対応が十分でない（専門機関や専門
人材など多様な主体を巻き込めていない）

◦�地域資源や地域内外の人的資源の有効な
活用が十分でない

◦�サポートを提供したい側の行動を適切に
促せていない

◦�公共的役割を担う団体の認知や活用が十
分でない

◦�協業や連携を促す環境が不十分（プラット
フォーム等）、ネットワーク構築の支援が
十分でない又は認知度が低い

◦�情報やデータの不足もしくは情報にた
どり着かない

◦�中間支援組織の活動の相互連携や多様
な選択肢の円滑な提供が十分でない

◦�事業者等が相談する場所や人の認知度
が低い

◦�対象者の参画を促せていない（ゆるさ
の検討）

◦�官と民の共創意識が不十分
◦�基盤となるハードの整備が十分でない

多様な分野との
横断的連携が
十分でない

「横串としての経済
産業政策」の視点

必要性や、影響・波及
効果が最大化されて

いない

「インパクト設計」
の視点

施策の使い勝手が
悪い

「ユーザー」
の視点

共創の意識や環境が
十分でない

「官民共創」
の視点

地域や産業の魅力や
強みの発信が
十分でない

「ブランディング」
の視点

原
　
因

展
　
望

〈主な課題例〉

〈経緯・背景〉

視点１ 視点２ 視点３ 視点４ 視点５

横断的課題１ 横断的課題２ 横断的課題３ 横断的課題４ 横断的課題５

施策から抽出した横断的課題
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（4）「目指す姿」と「実現に向けた取組み」

本項においては、発展条例で定める4つの基本的方針について、各基本的方針が目指すべき具体的な
状態や構成する重要な要素を「目指す姿」として設定し、「目指す姿の実現に向けた取組み」を整理し
ました。
「目指す姿の実現に向けた取組み」は、別途策定する「アクションプラン」において網羅的に整理を

します。その上で、特に「目指す姿」の実現に向けて政策的観点から重要性が高い取組みであって、か
つ、上記（3）で述べた「大切な視点」を踏まえた手段・手法を通じて実施する取組みを「重点事業」と
して掲げ、中長期的に取り組んでいくことを念頭に、特に優先的に取組みを進めていきます。なお、「重
点事業」の記載は、本ビジョン策定時におけるものであり、その重要性に変化が生じることもあること
から、本ビジョン策定以後の重点事業のPDCAサイクルマネジメントに沿った評価・検証については、

「アクションプラン」において実施していきます（「4．世田谷区地域経済発展ビジョンの推進に向けて」
に後掲）。また、「重点事業」の実行にあたっては、前述①「「ビジョン（未来像）」実現に向けた大きな方
向性」や②「「ビジョン（未来像）」実現に向けた基本の考え方」を根底に置きつつ、上記（3）における

「大切な視点」により、効率化や効果の最大化を図っていきます。
なお、「重点事業」以外の個々の施策についても、「アクションプラン」において整理し、区ホーム

ページで公表します。なお、「アクションプラン」は、「世田谷区地域経済発展ビジョン」における方向
性を踏襲しつつ、社会経済環境や区内産業を取り巻く状況等を踏まえた効果的な施策に迅速かつ柔軟
に繋げる観点から、定期的に取組み内容や手法等について、見直しや改善を図ります。

〈4つの基本的方針と「目指す姿」〉

基本的方針1 区民生活を支える多様な地域産業の持続性の確保に向けた基盤強化を図る
（目指す姿） 1．区内産業が活性化し、活力ある世田谷区

2．多様な事業者が安心して継続的に事業を営み成長できる世田谷区 
3．区民生活を支える産業が引き継がれていく世田谷区
4．意欲や思いのある人・事業者が積極的にチャレンジできる世田谷区

誰もが自己の個性及び能力を発揮することができる働きやすい環境を整備し、
起業の促進及び多様な働き方の実現を図る基本的方針2

（目指す姿） 5．ライフスタイル等に応じた多様な働き方が選択できる世田谷区
6．心身ともに健康に働くことができる世田谷区
7．アントレプレナーシップ（起業家精神）が発揮されやすい世田谷区

基本的方針3 地域及び社会の課題の解決に向けてソーシャルビジネスの推進を図る
（目指す姿） 8．地域及び社会課題解決への関心が高く参画しやすい世田谷区

9．地域及び社会課題解決の取組みが積極的に展開される世田谷区

基本的方針4 地域経済の持続可能性を考慮した事業活動及びエシカル消費の推進を図る
（目指す姿） 10．地域経済の活性化や賑わいが生み出される世田谷区

11．エシカルが身近に存在する世田谷区
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3 世田谷区の経済産業政策の方向性

基本的
方　針

　1

（図表47）「地域経済の持続可能な発展条例」の理念実現に向けた「地域経済発展ビジョン」の関係と全体像

わくわく感
期待感 持続性

共 創

ごちゃ混ぜ

交流
見える化

応援

遭遇

エシカル 巻き込み 多様性

SDGs

新価値創造

「地域経済の持続可能な発展条例」と「世田谷区地域経済発展ビジョン」の関係

地域経済の持続可能な発展（経済的発展と非経済的価値の両立）

持続可能な経済循環で実現する世田谷のウェルビーイング

地域経済の持続可能な発展

世田谷区地域経済の持続可能な発展条例

世田谷区地域経済発展ビジョン

基本的方針1

〈具体取組例〉 〈具体取組例〉 〈具体取組例〉 〈具体取組例〉

目指す姿 目指す姿 目指す姿 目指す姿
基本的方針2 基本的方針3 基本的方針4

▶�発展条例は、経済的発展と非経済的価値の両立により「地域経済の持続可能な発展」を目指す。４つの基本的方針を
設定。
▶｢地域経済発展ビジョン」は、条例理念の実現に向けた大きな方向性を示すとともに、目指すべき状態を「目指す姿」
として具現化。実現に向けた「取組み」、取組みの先に見据える「ビジョン（未来像）」、「ビジョン（未来像）実現に向
けた大きな方向性」、施策の効果最大化や優先順位付けに向けた「大切な視点」を整理。

基本的方針1

区民生活を支える多様な地域産
業の持続性の確保に向けた基盤
強化を図る

基本的方針2
誰もが自己の個性及び能力を発
揮することができる働きやすい
環境を整備し、起業の促進及び
多様な働き方の実現を図る

基本的方針3

地域及び社会の課題の解決に向
けてソーシャルビジネスの推進
を図る

基本的方針4

地域経済の持続可能性を考慮し
た事業活動及びエシカル消費の
推進を図る

条例理念の実現に向けた指針
（具体的な方向性や取組み等）

幸循環共創区世田谷

ビジョン（未来像）の実現に向けた大きな方向性

ビジョン（未来像）実現に向けた
基本の考え方

取組み推進のための大切な視点

・セーフティネットの充実
・生産性向上　等

・職業選択できる環境整備
・起業関心層の増加　等 ・地域課題解決の啓発　等 ・消費の喚起

・エシカル啓発　等
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ビジョン
（未来像）

政策課題の重要性、必要性、緊急性、波及効果等

①横串としての経済産業政策、②インパクト設計、③ユーザー視点、④官民共創、⑤ブランディング

課題（横軸）

視点（横軸）

多様な働き方、地域課題解決、
持続可能性、エシカルなど

基本的方針1を軸とする産業活性化を中心に
据え、基本的方針2～4を付加することで、世
田谷の特徴を兼ね備えたより高度なレベルで
の持続可能な地域経済を構築していく

企業活動を起点に
経済循環を太く

（地域経済循環） 分配（所得）

生産（企業活動） 支出（消費）

産業の活性化

豊かな区民生活の実現
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区民生活を支える多様な地域産業の持続性の確保に向けた
基盤強化を図る

現状と課題

区の産業構造としては、卸売業,小売業や飲食サービス業、工業、農業、建設業をはじめ、
多様な産業が根付いていることが特徴です。一方、事業所の減少や売上・付加価値額の減少、
事業承継の難しさや空き店舗の増加など、世田谷の地域経済を取り巻く状況は厳しいものと
なっています。

区内産業は、約92万人もの区民の生活と地域社会の基盤としての役割を果たすとともに、
モノやサービスの提供だけでなく人材や資本、技術、情報といった資源の循環を通じて、地域
に豊かさや賑わいをもたらすなど重要な役割を果たしています。地域に豊かさや賑わいをも
たらす多様な区内産業を活性化することは、経済や産業分野への影響のみならず、地域全体
に様々な好影響をもたらすことから、その活性化に取り組むことが不可欠です。

区内産業の活性化に向けては、事業者に対する各種支援策に加え、産業や業種を全体的に
後押しすることや、公共的役割や街の賑わいの創出に寄与する団体や組織の活動を後押しす
ること、また、商業、工業、農業、建設業等の産業が継続していくための基盤や環境を確保・維
持・強化していくことが必要です。

また、個々の事業者においては、競争力確保や生産性向上、賃上げ対応やインボイス対応な
どの課題に多くの事業者が直面しており、また昨今の経済情勢の影響も相まって、価格転嫁
や人材確保と育成、働き方に関する課題等を持つ事業者も多い状況となっています。さらに
は、新型コロナウィルス感染症禍における緊急融資をはじめとした実質無利子・無担保の融資

「ゼロゼロ融資」の返済期のピークを迎えた2022年頃より、東京都内や世田谷区内において
も、事業者の倒産が増加している状況もあります。

働き方や生活を取り巻く社会経済環境の急激な変化の中、例えば、DXやIT化、SDGsなど
に関する意識についても、事業者によってその認識や対応に大きな隔たりがあるなど、意識
に関する普及啓発や取組みの後押しは今後更に重要性を増すと考えられます。

今後、ますます予測困難な時代に突入するとされる中、急激な変化や突発的事項に強靭か
つしなやかな対応力をもって対応していくことがより求められます。そこで、セーフティネッ
トの充実や通常時からの備えの充実を図るとともに、個々の事業者の成長やチャレンジを後
押ししていくことが必要です。

基本的
方　針

　1
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3 世田谷区の経済産業政策の方向性

政策の方向性

◦�区民生活を支えてきた既存の地域産業を中心に据え、生産性の向上や従業員確保といっ
た事業経営の基盤強化に資する基本的施策を強化し、区内産業の活性化を促進します。

◦�新たな価値創造に向けたチャレンジを後押しします。具体的には、新規事業開発や新商
品開発、販路拡大等の事業活動等を下支えするとともに、チャレンジを促す応援の仕組
みや環境の構築、安心してチャレンジすることができるためのセーフティネットの充実
や周知等を図っていきます。

◦�多様な産業の定着・成長を後押しし、事業者がともに成長していくことができる環境を整
備します。具体的には、分野横断的な連携や多様な業種間の交流や融合した取組みが生
み出されるプラットフォームの構築や充実を図り、コミュニティや学びなど世田谷の特
徴とも融合した世田谷産業の新たな成長やステージの構築を後押しします。また、実務
専門家による助言や伴走等を得られ、事業者間での事業支援を推し進めるしくみを整備
します。

◦�地域で重要な役割を果たす商店街や産業団体等との連携を強化し、多様な主体が連携し
て様々な事業者の活動を後押しするしくみを強化します。

◦�区民生活に重要な産業や事業、伝統的な技術などが引き継がれていくための後継者育成
や円滑な事業承継がなされる取組みを促進します。

目指す姿

「現状と課題」及び「政策の方向性」を踏まえ、基本的方針1「区民生活を支える多様な地域
産業の持続性の確保に向けた基盤強化を図る」の実現に向けて、より具体化した要素を「目指
す姿」として整理し、実現に向けた個々の施策を展開することで、基本的方針1の実現や充実
を目指します。

1．区内産業が活性化し、活力ある世田谷区
2．多様な事業者が安心して継続的に事業を営み成長できる世田谷区 
3．区民生活を支える産業が引き継がれていく世田谷区
4．意欲や思いのある人・事業者が積極的にチャレンジできる世田谷区
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区内産業が活性化し、活力ある世田谷区

基本的方針1「区民生活を支える多様な地域産業の持続性の確保に向けた基盤強化を図る」
の実現に向けては、これまで地域を支えてきた区内産業の基盤を強固にし、そして経済活動
のさらなる活性化と振興を促進していくことが重要です。

そこで、「区内産業が活性化し、活力ある世田谷区」を目指し、その実現に向けて、下記の施
策に取り組んでいきます。

【目指す姿の実現に向けた取組み】

1－1. 区内商業の活性化と商店街の公共的活動と更なる発展

◦�小売業・飲食業等を中心とする区内商業の活性化を後押しし、地域における経済活動や
経済循環の促進及び活性化に取り組みます。

◦�個店の積極的な企業活動を後押しする取組みや環境を構築するとともに、空き店舗等の
発生の予防に取り組みます。

◦�公共的役割や街の賑わいに貢献する商店街等の活動を後押しし、街の活性化に取り組み
ます。

◦�商店街等を軸に新たな事業者や若者が活躍する一つのプラットフォームとして発展する
ことを支援します。

1－2. 区内工業の活性化と工業用地の維持・保全

◦�時代変化を踏まえた世田谷工業の競争力維持と活性化に取り組むとともに、区内工業の
魅力発信と、未来のものづくり人材育成につながる連携や取組みを後押しします。

◦�準工業地域における事業環境整備の支援とともに、周辺住民の理解を促進し、準工業地
域を中心とする工業用地の維持・保全を図っていきます。

　
1－3. 都市農業の活性化と農地の維持・保全

◦��世田谷の農業の振興を図るとともに、みどり豊かな環境を守り続けるために、生産緑地
の貸借制度等を活用していきます。また、区民と農業の接点を増やしていくことで都市
農業への理解を深め、農地の維持・保全を図っていきます。

目指す姿

1
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3 世田谷区の経済産業政策の方向性

1－4. 建設業の活性化と地域貢献活動の後押し

◦�持続可能な都市環境を維持し、区民の安全かつ安心な生活を守るため、公共事業の区内
事業者の受注機会を確保し、地域に根差した建設業の継続的な振興を図っていきます。

◦�人材確保や定着等の事業継続に向けた取組みの後押しを行っていきます。

◦�脱炭素化やまちづくりの担い手としての公共的役割や、区民への地域貢献活動への後押
しに取り組みます。

1－5. 産業分野間の発展に向けた連関の促進

◦�各産業の強みや魅力、資源等を見える化し、産業間の連携や連関を促すことで、新たな
価値の創出や事業経営の安定等を後押しします。

◦�行政サービスにおける区内事業者の積極的な活用を検討します。

【目指す姿の実現に向けた重点事業】

1－1. 区内商業の活性化と商店街の公共的活動と更なる発展

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

地域経済循環の推
進（せたがやPay
事業の実施）

「せたがやPay」の運営を支援し、中
小個店デジタルプラットフォームと
して区内中小個店や商店街の稼ぐ力
を下支えする基盤として整備。地域経
済の活性化や電子決済定着による産
業効率化等を推進し、もって地域経
済の循環を図ります。

せたがやPayア
プリ利用者の継
続利用率

75 75 75 ％

地域連携型ハンズ
オン支援の実施

区内で新規プロジェクトの事業化等
に挑戦する事業者に対し、専門家に
よるアドバイス等の伴走支援や補助
金、研修型スクール事業による支援、
地域連携型ハンズオン支援を行いま
す。

事業実施前と比
較し、売上変動
が好転した事業
者数の増加

80 80 80 事業者

商店街等地域の面
的価値の向上に向
けた取組みの推進

（エリアリノベー
ションの実施）

商店街を含む地域エリア全体の「稼
ぐ力」の向上や魅力の再創出、空き店
舗の発生の予防等を目的として、地
域の人材を掘り起こし、核となる店
舗誘致や遊休資産などの地域資源を
活かすことで新たな需要を取り込み、
もって地域経済の循環を図ります。

地域におけるリ
ノベーションス
クール・勉強会
等の開催

3 4 4 回

商店街が担う公共
的役割への支援

AED、防犯カメラ、スタンドパイプ
等の設置・維持管理補助を継続しま
す。また、少子高齢化、障害理解等の
地域課題への取組みなど、公共的役
割を深め、地域の拠点としての取組
みを進める商店街を支援します。

① AED の 設 置
台数 105 110 115 台

②スタンドパイ
プの設置台数 15 20 25 台

③防犯カメラの
設置台数 830 835 840 台
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施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

商店街のマネジメ
ント機能の育成

顧問的診断士の活用によって、商店
街の維持や活性化に向けた支援を継
続します。

顧問的診断士の
派遣数 33 33 33 件

1－2. 区内工業の活性化と工業用地の維持・保全

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

区内工業の維持・
保全（ものづくり
事業者の事業所施
設整備支援）

区内のものづくり関連の事業者が、
良好な居住環境と操業環境を確保で
きるよう、区内での立地継続を支援
するための事業所施設整備の補助を
行います。

助成件数 1 1 1 事業

工業振興等公共的
役割を担う団体の
活動支援

区内工業の振興等、公共的役割を担
う団体が取り組む事業に対して支援
を行います。

支援件数 1 1 1 件

住工共生まちづく
りの推進

主として準工業地域における工業・建
設業等の区内事業者見学や学校等へ
の出前講座を通じ、区内事業者の顔
の見える化と地域との交流を推進し
ます。

① 住 工 共 生
ワーキングの
参加延べ人数

45 45 45 人

②イベントの
参加人数 30 30 30 人
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3 世田谷区の経済産業政策の方向性

1－3. 都市農業の活性化と農地の維持・保全

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

区民に対する都市
農業への理解促進

（ふれあい農園事
業の実施）

区民が農に親しむ機会を創出す
ることで、都市農業への理解を促
進するとともに、結果的に区民が
体験という形で農作業の一部を
担うことになるという交流によ
る営農支援的な側面を持ちなが
ら、農地保全につなげます。

ふれあい農園
参加人数 33,500 34,500 35,000 人

農 福 連 携 の 推 進
（障害者施設等を
対象とした農作業
体験会や地域イベ
ントの実施）

区内農地の保全および障害者就
労の促進と工賃向上に向けて取
り組む農福連携事業において、農
作業体験会等の機会を通した障
害者の働く意欲の向上や、地域イ
ベント等による区民及び区内農
家の意識醸成を進め、世田谷区に
おける農福連携を推進していき
ます。

農福連携事業
を通じた区内
就職者数

15 15 15 人

農地・緑地の保全
推進

生産緑地法改正による指定要件
緩和及び特定生産緑地制度創設
等を踏まえ、関係部署・JA等と連
携して様々な農地の保全策を進
めます。また、他自治体と連携し
て、買取申出が行われた生産緑地
の各自治体による買取りへの財
政的支援を国に対して引き続き
要望していくことなどにより、全
体として都市農地と都市のみど
りの保全を目指していきます。

都市農地保全
自治体フォー
ラム出席回数

1 1 1 回

農業者と区民との
ふれあいの場の創
出

区内の農業は、区民から顔が見え
るところで耕作が行われ、新鮮で
安全な農産物が、農家の庭先など
にある直売所等で直接区民に提
供されている特性があります。こ
のような都市農業特有の特性を
活かした農業を推進するため、区
民が農家の畑で農作業を体験し
たり、畑で野菜や果樹の収穫を体
験するなどの農家と区民が直接
交流できる事業を実施する機会
を設けます。

①ふれあい農
園開園数 58 60 60 箇所

②農業体験農
園開園数 5 5 5 箇所

③農作業体験
塾実施園数 9 9 9 箇所

④野菜作り講
習会実施園数 1 1 1 園

⑤花栽培実施
小学校数 30 30 30 校
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1－4. 建設業の活性化と地域貢献活動の後押し

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

公共事業における
計画的な工事の機
会創出

公共事業において、継続的に区内建
設事業者の受注機会を確保するた
め、公共施設等総合管理計画に基づ
き、計画的な工事の機会創出を図っ
ていきます。

公共施設等総合
管理計画に基づ
く工事の実施件
数

22 26 47 件

区民が行う工事に
関し、区内事業者
が受注できる機会
の創出

民間事業においても、区民の安全で
安心な住環境確保のため、地域に精
通した区内建設事業者が受注できる
制度の構築を検討していきます。

エコ住宅補助事
業に基づく工事
の実施件数

1,669 3,839 － 件

地域産業の経営戦
略の基盤となる人
材採用（建設業人
材確保の推進）

正社員（正規雇用）を目指す求職者
のキャリアチェンジの取組みを充実
させ、伴走型で企業（事業所）の採用
支援を行い、区民生活を支える建設
業の採用マッチングを推進します。

区内企業と求職
者のマッチング
イベント開催数

45 45 45 回

建設業の人材育成
促進

建設業を営む中小企業者が、事業承
継、後継者の育成及び技術力の向上
を図る取組みを行うにあたって、そ
の経費の一部を補助することによ
り、建設業界における人材育成の促
進を図ります。

補助件数 57 57 57 件

建設業従事者の離
職防止

区内企業の経営者（管理者）とメン
ターとなる若手社員を対象にした従
業員の離職防止・定着促進のための
セミナーの開催など育成支援を行い
ます。

定 着 促 進 セ ミ
ナーの開催回数 7 7 7 回

1－5. 産業分野間の発展に向けた連関の促進

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

産業プラザにおけ
る交流促進機能の
拡大

産業政策の拠点である三軒茶屋産業プ
ラザの更なる効果的な活用による産業
活性化に資する取組みの推進や産業交
流を促す機能強化について検討します。

産業団体代表者
等と区との意見
交換会等の回数

1 1 1 回
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3 世田谷区の経済産業政策の方向性

多様な事業者が安心して継続的に事業を営み
成長できる世田谷区

基本的方針1「区民生活を支える多様な地域産業の持続性の確保に向けた基盤強化を図る」
の実現に向けては、多様な事業者が安定的に事業経営でき、継続的に事業に取り組む基盤が
あることが重要です。

そこで、「多様な事業者が安心して継続的に事業を営み成長できる世田谷区」を目指し、そ
の実現に向けて、下記の施策に取り組んでいきます。

【目指す姿の実現に向けた取組み】

2－1. 資金供給の円滑化とセーフティネットの提供・充実

◦�事業者による資金需要を支えるため、融資あっせんの継続的な実施と利子補給を実施し
ます。また、経営相談等窓口の拡充など、セーフティネットの提供と充実に取り組みま
す。

◦�事業活動を下支えする施策や取組み（セーフティネット）に関する情報について、必要
とする区内事業者がより情報取得しやすくなる環境の構築に取り組みます。

2－2. 生産性向上の後押し

◦��事業者による設備投資の促進や、販路開発・拡大の取組みを後押しするとともに、新技
術の活用、新商品開発等の取組みを促進します。さらに、従業員等のスキルの向上（リス
キリング等）や事業者間の協業・連携を促す機会や場の構築を進めます。

2－3. デジタル化やDX化の後押し

◦�事業効率化や事業課題の解決に向けて、区内事業者のITツールの導入やデジタル化・
DX化を促進します。

2－4. 安定的な事業経営に必要な体制整備の後押し

◦�従業員の確保に資する支援や雇用、従業員エンゲージメントに関する相談の場の充実、
経営者による経営課題や取組みを共有する場や機会の構築、安定的な事業経営基盤や体
制の構築を後押しします。

◦���地域における事業者と消費者の相互理解の増進や、地域内での事業者間の協業・連携の
促進、地域内での取引促進の仕組みの検討など、地域における事業者の顔の見える化の
検討をします。

目指す姿

2
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◦�受発注時等に弱い立場となりがちな個人事業主やフリーランス等が安心・安定して事業
に取り組むことができるよう、価格交渉や納期設定など取引の適正化に係る関係法令や
ガイドラインの周知強化、相談窓口を通じた相談対応の充実などを図ります。

2－5. 必要な情報への円滑なアクセスの改善

◦�必要とする事業者に事業経営等に有効な情報が届く広報を実施するとともに、事業に有
効な統計データの提供等、情報へ円滑にアクセスできる環境の改善・構築を行います。

2－6. 災害時等の強靭かつしなやかな対応につながる後押し

◦�災害時等に備えた知識やノウハウの普及啓発、事業継続計画（BCP）の策定支援など、
災害時・復旧時等の強靭かつしなやかな対応に繋がる普及啓発や環境の充実を図ります。

2－7. 事業者の区内定着に向けたビジネス環境整備

◦�事業者のオフィス環境の確保に向けた情報発信、インフラや生活環境の向上に向けた意
見交換や関係所管への働きかけといったソフト面の支援や、店舗誘致や地域資源活用と
いったハード面の支援により、企業・事業者が区内に定着しやすい環境の構築を図りま
す。



41

3 世田谷区の経済産業政策の方向性

【目指す姿の実現に向けた重点事業】

2－1. 資金供給の円滑化とセーフティネットの提供・充実

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

融資あっせん及び
利子補給による事
業者負担の軽減

区内中小事業者の事業経営に必要な
資金の調達を支援するため、区の制
度融資取扱金融機関から低利で融資
が受けられるよう、融資のあっせん
を行います。また、融資制度の一環と
して、区から利子の一部を補助しま
す。

融資あっせん
件数 1,750 1,850 1,900 件

経営相談窓口の充
実

中小事業者の経営に係る総合相談窓
口を設け、専門的な知識を持つ中小
企業診断士と相談を行える体制を組
むことにより、事業者の経営改善等
を支援します。併せて、必要に応じ、
経営支援コーディネーターが事業者
に伴走し経営相談に当たることで、
事業者が抱える様々な課題に対応し
ます。

経営相談件数 650 700 700 件

産業情報の効果的
な発信（メールマ
ガジンによる産業
情報の発信）

区内事業者に補助金やセミナーなど
の情報を、メールマガジン配信サー
ビスを活用して発信し、区内事業者
が経済産業分野の情報に円滑にアク
セスできる環境の改善・構築を図りま
す。

メールマガジ
ン配信数 50 50 50 回

2－2. 生産性向上の後押し

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

地域連携型ハンズ
オ ン 支 援 の 実 施

【再掲】

区内で新規プロジェクトの事業化等
に挑戦する事業者に対し、専門家に
よるアドバイス等の伴走支援や補助
金、研修型スクール事業による支援、
地域連携型ハンズオン支援を行いま
す。

事業実施前と比
較し、売上変動
が好転した事業
者数の増加

80 80 80 事業者

販路拡大や IT の
活用推進支援

区内中小事業者による販路拡大を目
的とするホームページや動画の製作、
インターネット広告による販路拡大
の取組みや、IT活用による効率化等
の取組みに係る費用の一部を補助し
ます。

補助件数 25 25 25 件

生産性向上に向け
た設備整備の後押
し

区内中小事業者等の生産性向上に資
する設備投資や製品購入、効率化や
省エネ性能の高い設備や製品等経費
の一部を補助します。

補助件数 20 20 20 件
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2－3. デジタル化やDX化の後押し

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

販路拡大や IT の
活用推進支援【再
掲】

区内中小事業者による販路拡大を目的
とするホームページや動画の製作、イ
ンターネット広告による販路拡大の取
組みや、IT活用による効率化等の取組
みに係る費用の一部を補助します。

補助件数 25 25 25 件

2－4. 安定的な事業経営に必要な体制整備の後押し

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

安定的雇用の促進
（三軒茶屋就労支
援センター（おし
ごとカフェ）事業
の機能拡充）

一人でも多くの方が望む仕事に就
くとともに区内事業所が必要とす
る人材を獲得できるよう、マッチ
ングや伴走型支援の取り組みをは
じめ、人材不足産業支援イベント
による幅広い仕事の魅力発信やシ
ニア就労等多様な世代の就労を支
援する総合的な機能を果たしま
す。

人材不足産業
支援イベント
の参加者数

25 30 40 人

地域産業の経営戦
略の基盤となる人
材採用促進（区内
中 小 企 業 等 人 材
マッチング等の実
施）

正社員（正規雇用）を目指す求職
者のキャリアチェンジの取組みや
相談を充実させ、メディアとタイ
アップしたSNS発信や冊子等に
よる人材不足産業の魅力発信や伴
走型で企業（事業所）の採用支援
を行い、区民生活を支える中小企
業等の採用マッチングを推進しま
す。また従業員の離職防止や育成
支援を行います。

区内企業と求
職者のマッチ
ングイベント
開催数

45 45 45 回

区内企業への従業
員の定着促進支援

区内企業の経営者（管理者）とメ
ンターとなる若手社員を対象にし
た従業員の離職防止・定着促進の
ためのセミナー等を通じて、各社
の課題や取組みを共有する場や機
会を構築し育成支援を行います。

定着促進セミ
ナーの開催回
数

7 7 7 回

「奨学金返還支援
事業」を活用した
登録企業の支援

東京しごと財団「中小企業人材確
保のための奨学金返還支援事業」
を活用した企業に対して、区がそ
の企業負担額の一部を補助するこ
とにより、奨学金貸与を受けてい
る大学生の区内企業への就職を支
援するとともに、区内の建設・Ｉ
Ｔ・ものづくり業界における人材
確保の促進を図ります。

補助件数 2 2 2 件
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3 世田谷区の経済産業政策の方向性

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（区内事業
者間の交流支援）

新たな産業活性化拠点に整備予
定のコワーキングスペースにお
いて、インキュベーションマネー
ジャー等の専門人材を通じて、相
談、ビジネスマッチング、伴走支
援を実施し、事業者間の交流を促
進します。

ビジネスマッ
チング支援事
業者数

－ 120 150 社

区民に対する都市
農業への理解促進

（ふれあい農園事
業の実施）【再掲】

区民が農に親しむ機会を創出する
ことで、都市農業への理解を促進
するとともに、結果的に区民が体
験という形で農作業の一部を担う
ことになるという交流による営農
支援的な側面を持ちながら、農地
保全につなげます。

ふれあい農園
参加人数 33,500 34,500 35,000 人

住工共生まちづく
りの推進【再掲】

主として準工業地域における工
業・建設業等の区内事業者見学や
学校等への出前講座を通じ、区内
事業者の顔の見える化と地域との
交流を推進します。

① 住 工 共 生
ワーキングの
参加延べ人数

45 45 45 人

②イベントの
参加人数 30 30 30 人

経営相談窓口の充
実（取引適正化等
に 関 す る 相 談 対
応）

中小事業者の経営に係る総合相談
窓口を設け、専門的な知識を持つ
中小企業診断士と相談を行える体
制を組むことにより、事業者の経
営改善等を支援します。併せて、
例えばインボイスへの対応や取引
適正化等といった課題に対し、必
要に応じ、経営支援コーディネー
ターが事業者に伴走し経営相談
に当たることで、事業者が抱える
様々な課題に対応します。

経営相談件数 650 700 700 件

産業情報の発信強
化（取引適正化に
関するガイドライ
ン等の情報提供）

個人事業主やフリーランスに、取
引適正化に関するガイドライン
等の情報を、メールマガジン配信
サービスを活用して発信し、安心
して働ける環境を整備します。

取引適正化に
関するガイド
ライン等の情
報発信（メー
ルマガジン配
信数）

6 6 6 回

2－5. 必要な情報への円滑なアクセスの改善

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

産業情報の効果的
な発信（メールマ
ガジンによる産業
情 報 の 発 信）【再
掲】

区内事業者に補助金やセミナーなどの
情報を、メールマガジン配信サービス
を活用して発信し、区内事業者が経済
産業分野の情報に円滑にアクセスでき
る環境の改善・構築を図ります。

メールマガジン
配信数 50 50 50 回
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施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

地域経済の分析情
報等の提供・共有

区内地域経済に関する統計データ等を
集計・集約し、その状況等を情報提供・
共有します。

分析データの提
供・共有回数 8 12 12 回

2－6. 災害時等の強靭かつしなやかな対応につながる後押し

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

地域建設産業との
意見交換会の取組
みと社会貢献活動
の後押し

災害時や復旧・復興時に中心的役割を果
たすことになる区内建設事業者との相
互理解を深め、有事の迅速な対応に向
けたコミュニケーションの円滑化を図
るとともに、地域の建設事業者等によ
る社会貢献活動を後押しします。

意見交換会等の
回数 2 2 2 回

2－7. 事業者の区内定着に向けたビジネス環境整備

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（事業者と
区内のオフィス、
店舗等とのマッチ
ングの促進）

新たな産業活性化拠点整備事業におい
て、区内の不動産事業者との連携等に
より、事業者が区内に定着しやすい環
境を整備します。

区 内 の オ フ ィ
ス、店舗等の紹
介件数

－ 5 5 件

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（コワーキ
ン グ ス ペ ー ス や
シェアオフィス等
の利用促進）

新たな産業活性化拠点整備事業におい
て、コワーキングスペースやシェアオ
フィス等を提供することで、事業者が
区内に定着しやすい環境を構築します。

コワーキングス
ペース、シェア
オフィス等の提
供件数

－ 20 20 件

商店街等地域の面
的価値の向上に向
けた取組みの推進

（エリアリノベー
ションの実施）【再
掲】

商店街を含む地域エリア全体の「稼ぐ
力」の向上や魅力の再創出等を目的と
して、地域の人材を掘り起こし、核とな
る店舗誘致や遊休資産などの地域資源
を活かすことで新たな需要を取り込み
ます。

地域におけるリ
ノベーションス
クール・勉強会
等の開催

3 4 4 回
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3 世田谷区の経済産業政策の方向性

区民生活を支える産業が引き継がれていく世田谷区

基本的方針1「区民生活を支える多様な地域産業の持続性の確保に向けた基盤強化を図る」
の実現に向けては、区民生活を支える産業や事業が継続し、区民生活の利便性の維持や地域
経済の活性化に継続的に寄与しつづけることが重要です。

そこで、「区民生活を支える産業が引き継がれていく世田谷区」を目指し、その実現に向け
て、下記の施策に取り組んでいきます。

【目指す姿の実現に向けた取組み】

3－1. 円滑な事業承継に向けた顔の見える環境の構築

◦�事業承継時に必要となる知識やノウハウ等に関する情報発信や普及啓発に取り組みま
す。また、事業承継を検討する事業者の情報が共有される仕組みを通じて、後継者（担い
手）候補との情報交換やマッチングを促進するなど、円滑な事業承継に向けた環境整備
を行います。

◦�廃業を検討する事業者に対しても必要となる知識やノウハウ等に関する情報発信や普及
啓発に取り組みます。また、専門家（弁護士・税理士、金融機関等）による手続きの支援
や相談対応により、影響を最小限とした対応が取れるよう支援を行います。

◦�廃業した事業者に対して、再チャレンジに向けた支援を行います。

3－2. 公共的役割を担う産業団体等組織の活性化

◦�区民生活の充実や地域経済活性化に貢献する公共的役割を担う産業団体等組織の活性化
や活動の円滑化を後押しします。

3－3. 日常の中で子どもと仕事が出会う機会の醸成

◦�工業や建設業、農業分野をはじめとする産業分野と教育分野の交流機会の増加を図り、
日常の中で子どもと職が出会う機会を創出し、職業選択の多様性を図るとともに、担い
手育成に資する環境整備や取組みを進めます。

◦�子どもと親が同空間で働くことができる場の整備に取り組み、子どもフレンドリーな意
識を持つ企業の活動を後押しします。

目指す姿

3
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【目指す姿の実現に向けた重点事業】

3－1. 円滑な事業承継に向けた顔の見える環境の構築

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

事業承継の円滑な
推進（事業承継プ
ラットフォームの
構築）

事業承継や廃業を検討する事業者の情
報収集に努めるとともに、事業を承継
したい人とのマッチングを図るプラッ
トフォームの構築や、関係機関等との
ネットワーク等を通じて円滑な事業承
継を促進します。

プラットフォー
ムへの新規掲載
事業者数

5 20 40 社

経営相談窓口の充
実（事業承継等に
関する相談対応）

中小事業者の経営に係る総合相談窓口
を設け、専門的な知識を持つ中小企業
診断士と相談を行える体制を組むこと
により、事業承継時に必要となる知識
やノウハウ等に関する情報を提供し、
事業者が抱える事業承継に関する課題
に対応します。

経営相談件数 650 700 700 件

経営相談窓口の充
実（廃業等に関す
る相談対応）

廃業等を検討する事業者に対して、必
要な手続きや具体的手順、課題等につ
いて、中小企業診断士等による総合経
営相談において相談対応を行うととも
に、廃業した事業者に対しても、有益な
知識や再チャレンジに向けた関連情報
を提供します。また、より専門性が高い
内容が必要な場合は、東京都や国の専
門組織等の紹介や繋ぎなど、多様な相
談に対応できる体制を構築します。

経営相談件数 650 700 700 件

3－2. 公共的役割を担う産業団体等組織の活性化

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

公共的役割を担う
産業団体等の活動
への支援

地域で公共的役割を担う団体が取組む
事業に対して支援を行います。

①商店街への支
援件数 127 127 127 団体

②公衆浴場への
支援件数 20 20 20 団体

③産業団体等へ
の支援件数 10 10 10 団体

工業振興等公共的
役割を担う団体の
活動支援【再掲】

区内工業の振興等、公共的役割を担う
団体が取り組む事業に対して支援を行
います。

支援件数 1 1 1 件

地域建設産業との
意見交換会の取組
みと社会貢献活動
の後押し【再掲】

災害時や復旧・復興時に中心的役割を果
たすことになる区内建設事業者との相
互理解を深め、有事の迅速な対応に向
けたコミュニケーションの円滑化を図
るとともに、地域の建設事業者等によ
る社会貢献活動を後押しします。

意見交換会等の
回数 2 2 2 回
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3－3. 日常の中で子どもと仕事が出会う機会の醸成

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

産 業 交 流 に よ る
新 た な 産 業 の 創
出（SETAGAYA 
PORT を 通 じ た
多様な人々の交流
推進）

若者や起業家、フリーランス、会
社員、プロボノなど多様な人材
や属性の方が交流する産業創造
プラットフォーム“SETAGAYA 
PORT”を通じて、異業種間の交
流促進やチャレンジに向けた出
会いの創出を支援します。

S E T A G A Y A　
PORTの新規会
員登録者数（累
計）

5,100 6,900 7,500 人

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（アントレ
プレナーシップ教
育プログラム等の
実施）

新たな産業活性化拠点整備事業
において、小中高生を対象に、起
業家との交流やプログラムなど
を通じたアントレプレナーシッ
プ（起業家精神）の醸成につなが
るプロジェクトを実施します。

ア ン ト レ プ レ
ナーシップ教育
のプログラム数

－ 30 35 件

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（開かれた
常設の学びの場の
構築）

新たな産業活性化拠点整備事業
において、子どもや若者などが多
様な学びを得ることができる常
設の将来に向けた学びの場を構
築します。

常設の学びの場
の解放日数 － 300 300 日

住工共生まちづく
りの推進【再掲】

主として準工業地域における工
業・建設業等の区内事業者見学や
学校等への出前講座を通じ、区内
事業者の顔の見える化と地域と
の交流を推進します。

①住工共生ワー
キングの参加延
べ人数

45 45 45 人

②イベントの参
加人数 30 30 30 人

目指す姿

4
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意欲や思いのある人・事業者が
積極的にチャレンジできる世田谷区

基本的方針1「区民生活を支える多様な地域産業の持続性の確保に向けた基盤強化を図る」
の実現に向けては、意欲や思いのある人や事業者の前向きな活動やチャレンジを支え、より
活発な地域経済活動を生み出していくことが重要です。

そこで、「意欲や思いのある人・事業者が積極的にチャレンジできる世田谷区」を目指し、そ
の実現に向けて、下記の施策に取り組んでいきます。

【目指す姿の実現に向けた取組み】

4－1. 新たなチャレンジを後押しする環境や手段の充実

◦�実務専門家による助言や伴走等を得られる仕組みを通じて、新たなチャレンジや前向き
な挑戦を後押しするとともに、チャレンジする事業者や区民を応援する仕組みについて
検討します。

◦�新たなビジネスや様々な活動・試行を実証的に実施できる場や、ビジネス構築に向けた
必要な社会実証実験、テストマーケティング等を行うことができる環境の構築、機会の
創出に取り組みます。

◦�新たな気づきや付加価値の増大を目指した交流の場の構築や機会の創出を促進します。

◦�安心してチャレンジできることや再チャレンジを後押しするため、セーフティネットの
充実やリスキリング、採用に関する機会の創出などを行います。

◦�中間支援機能を持つ組織との連携を強化し、効果的に新たなチャレンジを後押ししま
す。

4－2. 新たな価値をもたらす専門人材の活用の後押し

◦�地域の多様な専門人材やフリーランス人材などと地域産業の接点の増加を促し、地域の
産業支援につながる双方の成長と新たな価値の創出を後押しします。

4－3. 起業・創業者を応援する仕組みの構築・充実

◦�起業・創業に必要な知識やノウハウ等に関する情報や理解を得ることができるメールマ
ガジンの配信や創業セミナーの開催及び質の向上を図るとともに、オンライン活用やラ
イフスタイルに応じた対応などの利便性の向上を図ります。

◦�資金調達や手続き等に関する相談の場や機会を構築・拡充します。

◦�起業・創業者の意欲や思いに対して、区民が応援する仕組みの検討・構築を行います。

目指す姿

4
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4－4. 産業を通じた街や区内産業を身近に感じる環境の醸成

◦�産業分野とスポーツ、教育、自然、文化等多様なコンテンツを通じたつながりや交流・連
関を促進し、区内産業や街を身近に感じる（自分ごと化）ことができる機会を通じて、区
内産業を応援したいと考える土壌を醸成します。

【目指す姿の実現に向けた重点事業】

4－1. 新たなチャレンジを後押しする環境や手段の充実

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

地域連携型ハンズ
オ ン 支 援 の 実 施

（研修型スクール
事業・交流会）

区内で新規プロジェクト立ち
上げや起業創業に挑戦する人
たちに対し、専門家や先輩事業
者から、企画立案や事業成長に
向けた学びやアドバイスを受
けることで、ビジネスモデルを
確立することができるよう、研
修型スクール事業による支援
を行います。

スクール受講生
又は交流会参加
数

50 50 50 人

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
の イ ノ ベ ー シ ョ
ンの創出（テスト
マーケティング、
社会実証実験等の
推進）

新たな産業活性化拠点整備事
業において、小売店や飲食店な
どによるトライアル販売、区
内既存事業者による新たなプ
ロダクトやサービス開発にあ
たってのテストマーケティン
グ等の活動の場や、新たなテク
ノロジーの社会実証フィール
ドの場を構築します。

地域・事業者の
イベント開催数 － 120 160 回

産 業 交 流 に よ る
新 た な 産 業 の 創
出（SETAGAYA 
PORT を 通 じ た
多様な人々の交流
推進）【再掲】

多様な人材や業種が交流する
産 業 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

“SETAGAYA PORT”を通じ
て、起業家をはじめとした新た
なチャレンジをする人との交
流を促し、新たな気づきや付加
価値の増大を目指します。

S E T A G A Y A　
PORTの新規会
員登録者数（累
計）

5,100 6,900 7,500 人

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（区内事業
者間の交流支援）

【再掲】

新たな産業活性化拠点に整備
予定のコワーキングスペース
において、インキュベーション
マネージャー等の専門人材を
通じて、相談、ビジネスマッチ
ング、伴走支援を実施し、事業
者間の交流を促進します。

ビジネスマッチ
ング支援事業者
数

－ 120 150 社

産業プラザにおけ
る交流促進機能の
拡大【再掲】

産業政策の拠点である三軒茶
屋産業プラザの更なる効果的
な活用による産業活性化に資
する取組みの推進や産業交流
を促す機能強化について検討
します。

産業団体代表者
等と区との意見
交換会等の回数

1 1 1 回
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施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

融資あっせん及び
利子補給による事
業 者 負 担 の 軽 減

【再掲】

区内中小事業者の事業経営に
必要な資金の調達を支援する
ため、区の制度融資取扱金融機
関から低利で融資が受けられ
るよう、融資のあっせんを行い
ます。また、融資制度の一環と
して、区から利子の一部を補助
します。

融資あっせん件
数 1,750 1,850 1,900 件

経営相談窓口の充
実【再掲】

中小事業者の経営に係る総合
相談窓口を設け、専門的な知
識を持つ中小企業診断士と相
談を行える体制を組むことに
より、事業者の経営改善等を
支援します。併せて、必要に応
じ、経営支援コーディネーター
が事業者に伴走し経営相談に
当たることで、事業者が抱える
様々な課題に対応します。

経営相談件数 650 700 700 件

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（アクセラ
レータープログラ
ムの実施）

新たな産業活性化拠点整備事
業において、アクセラレーター
プ ロ グ ラ ム の 実 施 や 事 業 ス
ペースの提供、専門人材による
サポート、他企業との交流・連
携など資金面でのサポート等
を行い、安心してチャレンジで
きる環境を整えます。

ア ク セ ラ レ ー
タープログラム
支援事業者数

－ 100 250 社

地域連携型ハンズ
オ ン 支 援 の 実 施

【再掲】

区内で新規プロジェクトの事
業化等に挑戦する事業者に対
し、専門家によるアドバイス等
の伴走支援や補助金、研修型ス
クール事業による支援、地域連
携型ハンズオン支援を行いま
す。

事業実施前と比
較し、売上変動
が好転した事業
者数の増加

80 80 80 事業者

多様な働き方の環
境整備（多様な働
き方の相談・社会
保険労務士相談の
実施）

ライフスタイル等に応じて多
様な働き方を選択することが
できる環境を整備するととも
に、人々が安心して働くことが
できるセーフティネットとし
ての相談体制を充実します。

多様な働き方の
相談実施回数・
社会保険労務士
相談の実施回数

155 155 155 回
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4－2. 新たな価値をもたらす専門人材の活用の後押し

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

地域連携型ハンズ
オ ン 支 援 の 実 施

【再掲】

区内で新規プロジェクトの事
業化等に挑戦する事業者に対
し、専門家によるアドバイス等
の伴走支援や補助金、研修型ス
クール事業による支援、地域連
携型ハンズオン支援を行いま
す。

事業実施前と比
較し、売上変動
が好転した事業
者数の増加

80 80 80 事業者

産 業 交 流 に よ る
新 た な 産 業 の 創
出（SETAGAYA 
PORT に よ る 新
たな産業の創出）

多様な人材や業種が交流する
産 業 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

“SETAGAYA PORT”を通じ
て、起業家をはじめとした新た
なチャレンジをする人との交
流を促すとともに、事業連携の
機会を提供し多様な働き方を
推進します。

S E T A G A Y A　
PORTの新規会
員登録者数（累
計）

2,200 2,800 3,600 人

4－3. 起業・創業者を応援する仕組みの構築・充実

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

区民の起業・創業
の促進（特定創業
支 援 事 業 等 の 実
施）

創業支援事業者との連携を強化し
創業相談・創業セミナーなどを実
施するとともに創業へのチャレン
ジを後押しする支援や、区内事業
者向けに支援策の周知を推進しま
す。また、オンライン配信を行い
利便性の向上を図ります。

①創業支援事業
における創業相
談等の実施回数

92 92 92 回

②創業支援事業
を受けた証明書
の発行者数

400 500 600 人

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（区内事業
者間の交流支援）

【再掲】

新たな産業活性化拠点に整備予
定のコワーキングスペースにお
いて、インキュベーションマネー
ジャー等の専門人材を通じて、相
談、ビジネスマッチング、伴走支
援を実施し、事業者間の交流を促
進します。

ビジネスマッチ
ング支援事業者
数

－ 120 150 社

経営相談窓口の充
実【再掲】

中小事業者の経営に係る総合相談
窓口を設け、専門的な知識を持つ
中小企業診断士と相談を行える体
制を組むことにより、事業者の経
営改善等を支援します。併せて、
必要に応じ、経営支援コーディ
ネーターが事業者に伴走し経営相
談に当たることで、事業者が抱え
る様々な課題に対応します。

経営相談件数 650 700 700 件
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施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

地域連携型ハンズ
オ ン 支 援 の 実 施

【再掲】

区内で新規プロジェクトの事業化
等に挑戦する事業者に対し、専門
家によるアドバイス等の伴走支援
や補助金、研修型スクール事業に
よる支援、地域連携型ハンズオン
支援を行います。

事業実施前と比
較し、売上変動
が好転した事業
者数の増加

80 80 80 事業者

産 業 交 流 に よ る
新 た な 産 業 の 創
出（SETAGAYA 
PORT に よ る 新
たな産業の創出）

【再掲】

多 様 な 人 材 や 業 種 が 交 流 す る
産 業 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

“SETAGAYA PORT”を通じて、
起業家をはじめとした新たなチャ
レンジをする人との交流を促すと
ともに、起業・創業者を区民が応
援する仕組みを構築します。

S E T A G A Y A　
PORTの新規会
員登録者数（累
計）

2,200 2,800 3,600 人

4－4. 産業を通じた街や区内産業を身近に感じる環境の醸成

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

産 業 交 流 に よ る
新 た な 産 業 の 創
出（SETAGAYA 
PORT に よ る 新
たな産業の創出）

【再掲】

多様な人材や業種が交流する
産 業 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

“SETAGAYA PORT”を 通 じ
て、産業分野と多様なコンテンツ
を通じたつながりや交流・連関を
促進します。

S E T A G A Y A　
PORTの新規会
員登録者数（累
計）

2,200 2,800 3,600 人

産業プラザにおけ
る交流促進機能の
拡大【再掲】

産業政策の拠点である三軒茶屋
産業プラザの更なる効果的な活
用による産業活性化に資する取
組みの推進や産業交流を促す機
能強化について検討します。

産業団体代表者
等と区との意見
交換会等の回数

1 1 1 回
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誰もが自己の個性及び能力を発揮することができる
働きやすい環境を整備し、
起業の促進及び多様な働き方の実現を図る

現状と課題

新型コロナウィルス感染症禍を契機に、自宅やサードプレイスを利用したテレワークや、
仕事と休暇を組み合わせたワーケーションなど、働き方やライフスタイルは多様性を増して
います。特に、世田谷区は約92万人の人口を有する「住宅都市」としての顔を持っていること
から、多様化する働き方やライフスタイルに対応した環境や土壌を整えることは重要な課題
であるとともに、世田谷らしさを伸ばし、世田谷の強みともなりうる分野であるとも考えら
れます。

ウェルビーイングが注目される中で、働く人が心身ともに健康で前向きに働くことができ
る環境の重要性はますます増しています。また、事業者が従業員確保や売上・生産性向上を継
続的に図っていくためには、健康や労働時間管理、労働者保護等の労働環境に配慮すること
が求められます。誰もがその時々の自らのライフスタイルや状況に応じて、短時間労働やフ
レックスな働き方、雇用以外の働き方などを選択し、自己の個性や能力を最大限に発揮する
ことができ、選択肢を広げることができる働きやすい環境を整えていくことが今後さらに求
められます。そのためには同一労働同一賃金など不合理な待遇差の解消、ハラスメントや優越
的地位の濫用の防止等セーフティネットの構築に取り組むことが重要です。

新型コロナウィルス感染症禍を経て変化しつつある働き方やライフスタイルに伴い、「職と
住の境界」は薄れ、地域に目を向ける時間が増加したことで、地域や近隣コミュニティの価値
や重要性が改めて評価されてきました。一方で、コミュニティとのつながりやアプローチに課
題を感じる方も多く存在します。交流の場の構築及び既に存在する場の認知度向上や接点の
創出などに取り組むことが、自己の個性の発揮やそれぞれの豊かさにつながり、多様な働き
方にもつながることと考えられます。

また、起業・創業の観点からは、世田谷は地理的特性や多様な既存産業、マーケットとの近
接性など、起業・創業に有利と考えられる面がある一方、起業・創業の割合や関心が高い状況
にあるとは言えない状況にあります。起業・創業の促進を図るのみならず、自らの思いをきっ
かけとして、様々な活動にチャレンジしようとするアントレプレナーシップの醸成を促す環
境整備を進めることで、街や人々の活力や思いを後押ししていくことが重要と考えています。

基本的
方　針

2
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政策の方向性

◦�個人の尊厳を尊重し、年齢、性別、LGBTQなどの性的指向及びジェンダーアイデンティ
ティ、国籍、障害の有無等にかかわらず、多様性を認め合い、自分らしく暮らせる地域社
会を築くために、就労を希望する人と働き手を求める事業者が互いにニーズを満たすこ
とができるとともに、多様化する働き方やライフスタイルを選択することができる環境
の整備やセーフティネットとしての相談体制を充実し、情報提供・情報発信等を行いま
す。

◦�若年層を中心とする起業・創業の促進を図るため、ノウハウや経験の共有、つながり・共
創等を生む交流や機会を創出するとともに、環境整備を行い、起業・創業の促進及びアン
トレプレナーシップの醸成に取り組んでいきます。

◦�知見やノウハウの共有や、縦・横のつながりや交流ができ、自らのニーズに基づき活動で
きる場（プラットフォーム）の構築や充実について検討を進めていきます。

目指す姿

「現状と課題」及び「政策の方向性」を踏まえ、基本的方針2「誰もが自己の個性及び能力を
発揮することができる働きやすい環境を整備し、起業の促進及び多様な働き方の実現を図る」
の実現に向けて、より具体化した要素を「目指す姿」として整理し、実現に向けた個々の施策
を展開することで、基本的方針2の実現や充実を目指します。

5．ライフスタイル等に応じた多様な働き方が選択できる世田谷区
6．心身ともに健康に働くことができる世田谷区
7．アントレプレナーシップ（起業家精神）が発揮されやすい世田谷区
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目指す姿

5
ライフスタイル等に応じた多様な働き方が選択できる
世田谷区

基本的方針2「誰もが自己の個性及び能力を発揮することができる働きやすい環境を整備
し、起業の促進及び多様な働き方の実現を図る」に向けては、自らの状況や意思に沿って働き
方やライフスタイルを選択でき、活力を持って日々を過ごすことができる状況を構築するこ
とが重要です。

そこで、「ライフスタイル等に応じた多様な働き方が選択できる世田谷区」を目指し、その
実現に向けて、下記の施策に取り組んでいきます。

【目指す姿の実現に向けた取組み】

5－1. 求職者が望む仕事が見つかる環境の整備

◦�就労支援やマッチング、キャリア相談の窓口等を充実させ、求職者がニーズに沿った仕
事に就けるよう、就労環境整備に取り組みます。

◦�人々が安心して働くことができるセーフティネットとしての相談体制を充実します。

5－2. どこでも働くことができ創造性が発揮される環境の整備

◦�働く場所や空間、会議室等スペース等の整備に取り組み、どこでも働くことができ創造
性が発揮される環境を整備します。

◦�新たな価値創出や気づきにつながる交流機会の創出や環境の構築に取り組みます。

5－3. 雇用形態等に捉われない多様な働き方が選択できる環境の構築

◦�スキルや時間を提供したい人と事業者のマッチングの場や機会を創出・充実します。

◦�企業内創業や兼業・副業等多様な働き方への理解や後押しを促すとともに、兼業・副業に
関する労働法制や健康管理等、留意する必要があるルール等の意識の向上や普及啓発な
どに取り組みます。

◦�同一労働同一賃金をはじめとした、雇用形態にかかわらない公正な待遇が確保されるよ
う、正規/非正規雇用労働者間の不合理な待遇差解消に関する指針やガイドライン等の
周知強化を図るとともに、正規雇用での就職を目指す方への職業相談や就職支援を行い
ます。

◦��受発注時に弱い立場となりがちな個人事業主やフリーランス等が安心・安定して事業に
取り組むことができるよう、価格交渉や納期設定など取引の適正化に関する関係法令や
ガイドラインの周知強化、相談窓口を通じた相談対応の充実などを図ります。
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【目指す姿の実現に向けた重点事業】

5－1. 求職者が望む仕事が見つかる環境の整備

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

安定的雇用の促進
（三軒茶屋就労支
援センター事業の
実施）

一人でも多くの方が安定した仕事に就
き、就労し、また事業所が必要とする人
材を獲得できるマッチングを進めると
ともに、雇用労働分野のワンストップ
窓口としてキャリア相談をはじめ総合
的な支援を行います。

三軒茶屋就労支
援センターのセ
ミナー開催数

180 180 180 回

地域産業の経営戦
略の基盤となる人
材採用（区内中小
企業等人材マッチ
ング等の実施）【再
掲】

正社員（正規雇用）を目指す求職者の
キャリアチェンジの取組みや相談を
充実させ、メディアとタイアップした
SNS発信や冊子等による人材不足産業
の魅力発信や伴走型で企業（事業所）の
採用支援を行い、区民生活を支える中
小企業等の採用マッチングを推進しま
す。また従業員の離職防止や育成支援
を行います。

区内企業と求職
者のマッチング
イベント開催数

45 45 45 回

高 齢 者 就 労 メ
ニ ュ ー の さ ら な
る 充 実（R60-SE 
TAGAYA-及びシ
ル バ ー 人 材 セ ン
ター）

働きたいシニアと働き手を求める事業
者を対象にセミナーを開催し、シニア
に対する理解を深めるとともに、セミ
ナーを通して働きたいシニアのニーズ
に合った仕事の開拓を図ります。

R60-SETAGA 
YA-のセミナー
の開催回数

7 7 7 回

多様な働き方の環
境整備（多様な働
き方の相談・社会
保険労務士相談の
実施）【再掲】

ライフスタイル等に応じて多様な働き
方を選択することができる環境を整備
するとともに、人々が安心して働くこ
とができるセーフティネットとしての
相談体制を充実します。

多様な働き方の
相談実施回数・
社会保険労務士
相談の実施回数

155 155 155 回
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3 世田谷区の経済産業政策の方向性

5－2. どこでも働くことができ創造性が発揮される環境の整備

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（コワーキ
ン グ ス ペ ー ス や
シェアオフィス等
の 利 用 促 進）【再
掲】

新たな産業活性化拠点整備事業
において、コワーキングスペース
やシェアオフィス等を提供する
ことで、どこでも働くことができ
る環境を整備します。

コワーキングス
ペース、シェア
オフィス等の提
供件数

－ 20 20 件

産 業 交 流 に よ る
新 た な 産 業 の 創
出（SETAGAYA 
PORT を 通 じ た
多様な人々の交流
推進）【再掲】

多様な人材や業種が交流する
産 業 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

“SETAGAYA PORT”を 通 じ
て、起業家をはじめとした新たな
チャレンジをする人との交流を
促すとともに、事業連携の機会を
提供し多様な働き方を推進しま
す。

S E T A G A Y A　
PORTの新規会
員登録者数（累
計）

5,100 6,900 7,500 人

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（区内事業
者間の交流支援）

【再掲】

新たな産業活性化拠点に整備予
定のコワーキングスペースにお
いて、インキュベーションマネー
ジャー等の専門人材を通じて、相
談、ビジネスマッチング、伴走支
援を実施し、事業者間の交流を促
進します。

ビジネスマッチ
ング支援事業者
数

－ 120 150 社

産業プラザにおけ
る交流促進機能の
拡大【再掲】

産業政策の拠点である三軒茶屋
産業プラザの更なる効果的な活
用による産業活性化に資する取
組みの推進や産業交流を促す機
能強化について検討します。

産業団体代表者
等と区との意見
交換会等の回数

1 1 1 回

5－3. 雇用形態等に捉われない多様な働き方が選択できる環境の構築

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

産 業 交 流 に よ る
新 た な 産 業 の 創
出（SETAGAYA 
PORT を 通 じ た
多様な人々の交流
推進）【再掲】

多様な人材や業種が交流する産業
連携プラットフォーム。起業家をは
じめとした新たなチャレンジをす
る人との交流を促すとともに、事
業連携の機会を提供します。

S E T A G A Y A　
PORTの新規会
員登録者数（累
計）

5,100 6,900 7,500 人
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施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

安定的雇用の促進
（三軒茶屋就労支
援センター事業の
実施）【再掲】

一人でも多くの方が安定した仕事
に就き、就労し、また事業所が必要
とする人材を獲得できるマッチン
グを進めるとともに、雇用労働分
野のワンストップ窓口としてキャ
リア相談をはじめ総合的な支援を
行います。

三軒茶屋就労支
援センターのセ
ミナー開催数

180 180 180 回

高 齢 者 就 労 メ
ニ ュ ー の さ ら な
る 充 実（R60-SE 
TAGAYA-及びシ
ル バ ー 人 材 セ ン
ター）【再掲】

働きたいシニアと働き手を求める
事業者を対象にセミナーを開催し、
シニアに対する理解を深めるとと
もに、セミナーを通して働きたい
シニアのニーズに合った仕事の開
拓を図ります。

R60-SETAGA 
YA-のセミナー
の開催回数

7 7 7 回

多様な働き方の環
境整備（多様な働
き方の相談・社会
保険労務士相談の
実施）【再掲】

ライフスタイル等に応じて多様な
働き方を選択することができる
環境を整備するとともに、人々が
安心して働くことができるセーフ
ティネットとしての相談体制を充
実します。

多様な働き方の
相談実施回数・
社会保険労務士
相談の実施回数

155 155 155 回

経営相談窓口の充
実（取引適正化等
に 関 す る 相 談 対
応）【再掲】

中小事業者の経営に係る総合相談
窓口を設け、専門的な知識を持つ
中小企業診断士と相談を行える体
制を組むことにより、事業者の経
営改善等を支援します。併せて、例
えばインボイスへの対応や取引適
正化などの課題に対し、必要に応
じ、経営支援コーディネーターが
事業者に伴走し経営相談に当たる
ことで、事業者が抱える様々な課
題に対応します。

経営相談件数 650 700 700 件

産業情報の発信強
化（取引適正化に
関するガイドライ
ン等の情報提供）

【再掲】

個人事業主やフリーランスに、取
引適正化に関するガイドライン
等の情報を、メールマガジン配信
サービスを活用して発信し、安心
して働ける環境を整備します。

取引適正化に関
するガイドライ
ン等の情報発信

（メールマガジ
ン配信数）

6 6 6 回
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3 世田谷区の経済産業政策の方向性

目指す姿

6 心身ともに健康に働くことができる世田谷区

基本的方針2「誰もが自己の個性及び能力を発揮することができる働きやすい環境を整備
し、起業の促進及び多様な働き方の実現を図る」に向けては、心身ともに健康で働くことがで
きることが極めて重要です。

そこで、「心身ともに健康に働くことができる世田谷区」を目指し、その実現に向けて、下
記の施策に取り組んでいきます。

【目指す姿の実現に向けた取組み】

6－1. 健康経営の後押し

◦�情報発信やセミナー等を通じて、事業者の「健康経営」に関する意識の向上や普及啓発
を図ります。

◦�勤労者福祉サービス（セラ・サービス）のメニューの充実や相談窓口機能の向上など利
便性向上を図ります。

6－2. 多様な働き方やワーク・ライフ・バランス向上を後押し

◦��事業者側に、テレワークやフレックス制、短時間労働など多様な働き方に関する理解を
さらに促し、意識の普及啓発を図ります。

◦�メンタルヘルスやハラスメント等の相談窓口機能の向上を図ります。

◦�地域における活躍の場や機会の創出、事業者との連携や交流等を通じて、それぞれの生
きがいや社会での役割との出会いの促進を図ります。

◦�シニアの働く意欲とニーズを実現するため、シニア就労メニューを充実させ、就労を望
む区民が健康に働き続けることができる環境づくりを進めます。

6－3. ダイバーシティ＆インクルージョン経営の後押し

◦�個人の尊厳を尊重し、年齢、性別、LGBTQなどの性的指向及びジェンダーアイデン
ティティ、国籍、障害の有無等にかかわらず、多様性を認め合い、自分らしく暮らせる地
域社会を築くために、一人ひとりの違いを認め合い、多様な生き方を選択できるような
ダイバーシティ経営に関する意識の向上や普及啓発を進めます。

◦�障害のある方が一人ひとりの能力や特性に応じて働けるように、雇用者への理解促進や
普及啓発を進めます。
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◦��社会の健全な一員として、犯罪や非行歴のある方が生活をしていけるように、事業者へ
の理解促進や普及啓発を進めます。

◦��外国籍人材登用に向け、事業者が文化や習慣の違いを理解し、雇用に関する手続きや就
労ルールなどの知識についての啓発を図ります。

◦�外国籍を持つ区民の方が、雇用に関する手続きや就労ルールなどの知識について相談で
きるよう、関係機関との連携を深めていきます。

【目指す姿の実現に向けた重点事業】

6－1. 健康経営の後押し

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

勤労者福祉機能等
の向上（健康経営
に 関 す る 普 及 啓
発）

健康経営に関するセミナーを開催
するとともに、メールマガジン等
により、セミナーの案内をはじめ
とする健康経営に関する情報発信
を行うことで、事業者の健康経営
に関する意識の向上を図ります。

健康経営に関す
る啓発活動回数

（メールマガジ
ン 等 に よ る 配
信）

1 1 1 回

勤労者福祉機能等
の向上（セラ・サー
ビスの充実）

区内中小企業に勤務する方を対象
とした福利厚生制度メニューの充
実を図るとともに、相談窓口機能
の向上を図ります。

セラ・サービス
の会員数 8,000 8,400 9,200 人

6－2. 多様な働き方やワーク・ライフ・バランス向上を後押し

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

多様な働き方の環
境整備（多様な働
き方の相談・社会
保険労務士相談の
実施）【再掲】

ライフスタイル等に応じて多様な働き
方を選択することができ、ワーク・ライ
フ・バランス向上に資する環境を整備す
るとともに、人々が安心して働くこと
ができるセーフティネットとしての相
談体制を充実します。

多様な働き方の
相談実施回数・
社会保険労務士
相談の実施回数

155 155 155 回

ハラスメント相談
外部委託サービス
の実施

産業振興公社による外部窓口提供サー
ビスにより、社内にハラスメント相談
窓口を設置することができない等の事
情で悩む世田谷区内の中小事業者を支
援します。

契約件数 18 18 18 件

メンタルヘルス相
談の実施

就職活動中または就労中の方を対象に、
就労にまつわる心理的な悩みについて、
臨床心理士が相談を受け付けます。

相談実施回数 93 93 93 回
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3 世田谷区の経済産業政策の方向性

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

農 福 連 携 の 推 進
（障害者施設等を
対象とした農作業
体験会や地域イベ
ン ト の 実 施）【再
掲】

区内農地の保全及び障害者就労の促進
と工賃向上に向けて取り組む農福連携
事業において、農作業体験会等の機会
を通した障害者の働く意欲の向上や、
地域イベント等による区民及び区内農
家の意識醸成を進め、世田谷区におけ
る農福連携を推進していきます。

農福連携事業を
通じた区内就職
者数

15 15 15 人

高 齢 者 就 労 メ
ニ ュ ー の さ ら な
る 充 実（R60-SE 
TAGAYA-及びシ
ル バ ー 人 材 セ ン
ター）【再掲】

働きたいシニアと働き手を求める事業
者を対象にセミナーを開催し、シニア
に対する理解を深めるとともにセミ
ナーを通して働きたいシニアのニーズ
に合った仕事の開拓を図ります。

R60-SETAGA 
YA-のセミナー
の開催回数

7 7 7 回

産業プラザにおけ
る交流促進機能の
拡大【再掲】

産業政策の拠点である三軒茶屋産業プ
ラザの更なる効果的な活用による産業
活性化に資する取組みの推進や、地域
における活躍の場や機会の創出、キャ
リアを活かした役割との出会い、事業
者間の連携や交流を促す機能強化につ
いて検討します。

産業団体代表者
等と区との意見
交換会等の回数

1 1 1 回

6－3. ダイバーシティ＆インクルージョン経営の後押し

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

多様性を認め合う
経営の周知・普及

区内事業者を対象に、ダイバーシティ
経営に関するセミナーなどを通して、
多様性を認め合うとともに理解を深め、
雇用や取引における疑問や不安を解消
し、経営への活用や周知・普及を図りま
す。

ダイバーシティ
＆ イ ン ク ル ー
ジョン経営に関
する啓発活動回
数（メールマガ
ジン等による配
信）

6 6 6 回

福祉人材の活用に
向けた雇用者への
理 解 促 進 と 普 及
啓発（せせせプロ
ジェクトの実施）

「せせせプロジェクト」により、障害者
施設で製作される自主生産品の商品開
発のアドバイスをはじめSNSやメディ
アの活用、イベント実施によるPR、EC
サイトでの販路拡大等により、売上向
上とそれによる利用者の工賃アップを
進めます。またメディアと連携して福
祉系産業の仕事の魅力をダイレクトに
伝える冊子やwebコンテンツを展開し
福祉人材の活用につなげます。

せせせプロジェ
クトイベントの
開催回数

5 5 5 回
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施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

農 福 連 携 の 推 進
（障害者施設等を
対象とした農作業
体験会や地域イベ
ン ト の 実 施）【再
掲】

区内農地の保全及び障害者就労の促進
と工賃向上に向けて取り組む農福連携
事業において、農作業体験会等の機会
を通した障害者の働く意欲の向上や、
地域イベント等による区民及び区内農
家の意識醸成を進め、世田谷区におけ
る農福連携を推進していきます。

農福連携事業を
通じた区内就職
者数

15 15 15 人

外国籍区民雇用に
関する理解の促進

区内事業者を対象に、セミナーや相談
会等を通して、外国籍区民への理解を
深め、あわせて就労における疑問や不
安を解消し、雇用を進めます。

「セミナー＆相
談」の実施回数 1 1 1 回
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3 世田谷区の経済産業政策の方向性

目指す姿

7
アントレプレナーシップ（起業家精神）が
発揮されやすい世田谷区

基本的方針2「誰もが自己の個性及び能力を発揮することができる働きやすい環境を整備
し、起業の促進及び多様な働き方の実現を図る」に向けては、広義のアントレプレナーシップ

（起業家精神）が育まれる環境や機会の創出を通じて、各主体の積極的な活動や行動による活
力ある地域経済を構築していくことが重要です。

そこで、「アントレプレナーシップ（起業家精神）が発揮されやすい世田谷区」を目指し、そ
の実現に向けて、下記の施策に取り組んでいきます。

【目指す姿の実現に向けた取組み】

7－1. 起業関心層の増加

◦�アントレプレナーシップ教育や経営、金融、ITなどのリテラシー教育の機会の充実を図
るとともに、起業家と若年世代の交流の場や機会、起業アイデアのブラッシュアップの
機会を創出します。

◦�起業・創業に意識を持つ人が仲間集めや刺激をうけることができるプラットフォームの
構築・充実に取り組みます。

7－2. 起業・創業者を応援する仕組みの構築・充実

◦�起業・創業に必要な知識やノウハウ等に関する情報を得ることができるメールマガジン
の配信や創業セミナーの開催及び質の向上を図るとともに、オンライン活用やライフス
タイルに応じた対応などの利便性の向上を図ります。

◦�資金調達や手続き等に関する相談の場や機会を構築・拡充します。

◦�思いのある人の行動や活動を後押しする実証や実験の場、テストマーケティングの場を
構築するとともに、区民がそのような事業者等を実際に応援することができる仕組みに
ついて検討していきます。

◦�地域の関係機関（産業団体や金融機関等）と連携を組み、円滑なコミュニケーションを
図ることで、起業・創業者が地域で事業に取り組みやすい環境の構築・充実を図ります。

7－3. 起業経験者の集積を促進

◦��不動産事業者との連携等を通じて空き店舗等の活用を促進するとともに、実証や社会実
験等ができる場を構築するなど、起業・創業に向けた環境の充実を図ります。
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◦�必要とする事業者に事業経営等に有効な情報が届く広報を実施するとともに、事業に有
効な統計データの提供等、情報へ円滑にアクセスできる環境の改善・構築を行います。

◦�起業家と若年世代の交流の場や機会の創出・充実を図ります。

【目指す姿の実現に向けた重点事業】

7－1. 起業関心層の増加

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（アントレ
プレナーシップ教
育プログラム等の
実施）【再掲】

新たな産業活性化拠点整備事業に
おいて、小中高生を対象に、起業
家との交流やプログラムなどを通
じたアントレプレナーシップ（起
業家精神）の醸成につながるプロ
ジェクトを実施します。

ア ン ト レ プ レ
ナーシップ教育
のプログラム数

－ 30 35 件

産 業 交 流 に よ る
新 た な 産 業 の 創
出（SETAGAYA 
PORT を 通 じ た
多様な人々の交流
推進）【再掲】

多 様 な 人 材 や 業 種 が 交 流 す る
産 業 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

“SETAGAYA PORT”を通じて、
起業・創業に意識を持つ人が仲間集
めや刺激を受けることができる仕
組みを構築し、コレクティブイン
パクトを創出します。

S E T A G A Y A　
PORTの新規会
員登録者数（累
計）

5,100 6,900 7,500 人

7－2. 起業・創業者を応援する仕組みの構築・充実

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

区民の起業・創業
の促進（特定創業
支 援 事 業 等 の 実
施）【再掲】

創業支援事業者との連携を強化し創
業相談・創業セミナーなどを実施する
とともに創業へのチャレンジを後押
しする支援や、区内事業者向けに支
援策の周知を推進します。また、オン
ライン配信を行い利便性の向上を図
ります。

①創業支援事業
における創業相
談等の実施回数

92 92 92 回

②創業支援事業
を受けた証明書
の発行者数

400 500 600 人

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（区内事業
者間の交流支援）

【再掲】

新たな産業活性化拠点に整備予定の
コワーキングスペースにおいて、イ
ンキュベーションマネージャー等の
専門人材を通じて、相談、ビジネス
マッチング、伴走支援を実施し、事業
者間の交流を促進します。

ビジネスマッチ
ング支援事業者
数

－ 120 150 社
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施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

経営相談窓口の充
実【再掲】

中小事業者の経営に係る総合相談窓
口を設け、専門的な知識を持つ中小
企業診断士と相談を行える体制を組
むことにより、事業者の経営改善等
を支援します。併せて、必要に応じ、
経営支援コーディネーターが事業者
に伴走し経営相談に当たることで、
事業者が抱える様々な課題に対応し
ます。

経営相談件数 650 700 700 件

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
の イ ノ ベ ー シ ョ
ンの創出（テスト
マーケティング、
社会実証実験等の
推進）【再掲】

新たな産業活性化拠点整備事業にお
いて、小売店や飲食店などによるト
ライアル販売、区内既存事業者によ
る新たなプロダクトやサービス開発
にあたってのテストマーケティン
グ等の活動の場や、新たなテクノロ
ジーの社会実証フィールドの場を構
築します。

地域・事業者の
イベント開催数 － 120 160 回

地域連携型ハンズ
オ ン 支 援 の 実 施

【再掲】

区内で新規プロジェクトの事業化等
に挑戦する事業者に対し、専門家に
よるアドバイス等の伴走支援や補助
金、研修型スクール事業による支援、
地域連携型ハンズオン支援を行いま
す。

事業実施前と比
較し、売上変動
が好転した事業
者数の増加

80 80 80 事業者

区 内 起 業・創 業
チャレンジ支援

区内における起業・創業を促進するた
め、起業・創業にかかる経費の一部を
補助します。

補助件数 20 20 20 件

7－3. 起業経験者の集積を促進

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（事業者と
区内のオフィス、
店舗等とのマッチ
ン グ の 促 進）【再
掲】

新たな産業活性化拠点整備事業に
おいて、区内の不動産事業者との
連携等により、事業者が区内に定
着しやすい環境を整備します。

区内のオフィ
ス、店舗等の紹
介件数

－ 5 5 件
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施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
の イ ノ ベ ー シ ョ
ンの創出（テスト
マーケティング、
社会実証実験等の
推進）【再掲】

新たな産業活性化拠点整備事業に
おいて、小売店や飲食店などによ
るトライアル販売、区内既存事業
者による新たなプロダクトやサー
ビス開発にあたってのテストマー
ケティング等の活動の場や、新た
なテクノロジーの社会実証フィー
ルドの場を構築します。

地域・事業者の
イベント開催
数

－ 120 160 回

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（アントレ
プレナーシップ教
育プログラム等の
実施）【再掲】

新たな産業活性化拠点整備事業に
おいて、小中高生を対象に、起業
家との交流やプログラムなどを通
じたアントレプレナーシップ（起
業家精神）の醸成につながるプロ
ジェクトを実施します。

アントレプレ
ナーシップ教
育のプログラ
ム数

－ 30 35 件

産 業 交 流 に よ る
新 た な 産 業 の 創
出（SETAGAYA 
PORT を 通 じ た
多様な人々の交流
推進）【再掲】

多 様 な 人 材 や 業 種 が 交 流 す る
産 業 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

「SETAGAYA PORT」に よ り、
社会課題や地域課題の解決に向け
た新たな産業の育成の機会の提供
や、コレクティブインパクトを創
出します。

SETAGAYA　
PORT の 新 規
会員登録者数

（累計）

5,100 6,900 7,500 人
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基本的
方　針

3
地域及び社会の課題の解決に向けて
ソーシャルビジネスの推進を図る

現状と課題

SDGsの広がりに伴う地球環境や社会に対する課題意識の高まりは、地域や社会課題に改
めて目を向ける機会となり、また、新型コロナウィルス感染症禍を契機に人々の目がより地
域に向くようになったと言われている中、地域における複雑化・多様化した課題の解決に向け
ては、様々な区民の視点や活動を通じて解決していくことがますます求められています。さら
には、そのような構造による対応をしていくことが、持続的な取組みとなるものと考えられ
ます。

区内事業者においては、地域及び社会課題に対する意識が高い事業者が多いことから、そ
のような事業者を応援する仕組みや連携の促進等により、地域及び社会課題の解決に向けた
積極的な活動を後押していくことが重要です。

また、地域及び社会課題等への関心層の裾野を広げていくことで、土壌の醸成に寄与する
とともに、継続的な活動へつなげていくことが重要です。

政策の方向性

◦�地域及び社会課題への関心を高め、行動に移すための環境整備を行うとともに、事業者
間の協働事業の推進や、行政との役割分担の上に官民共創の取組みを進めていきます。

◦�地域及び社会課題の解決に資する裾野を広げるため、事業者への周知・情報共有の実施、
課題解決を伴う行動や活動を応援する仕組みの検討に加え、実証等を含めた事業活動を
後押しする場の構築を図ります。

◦�ソーシャルビジネスの手法による取組みを促進するため、民間事業者や区民の自主的な
活動やアイデア、ノウハウ、活力等との間で共創を促すプラットフォームの構築・充実を
図っていきます。
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目指す姿

「現状と課題」及び「政策の方向性」を踏まえ、基本的方針3「地域及び社会の課題の解決に
向けてソーシャルビジネスの推進を図る」の実現に向けて、より具体化した要素を「目指す
姿」として整理し、実現に向けた個々の施策を展開することで、基本的方針3の実現や充実を
目指します。

8．地域及び社会課題解決への関心が高く参画しやすい世田谷区
9．地域及び社会課題解決の取組みが積極的に展開される世田谷区
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目指す姿

8 地域及び社会課題解決への関心が高く参画しやすい世田谷区

基本的方針3「地域及び社会の課題の解決に向けてソーシャルビジネスの推進を図る」の実
現に向けては、地域及び社会課題への問題意識や関心を高め、解決に向けた参画や協力がし
やすい状況が身近にあることが重要です。

そこで、「地域及び社会課題解決への関心が高く参画しやすい世田谷区」を目指し、その実
現に向けて、下記の施策に取り組んでいきます。

【目指す姿の実現に向けた取組み】

8－1. 地域及び社会課題に関心を持つ事業者の増加

◦�地域及び社会課題に関する情報の集約や共有を図るための情報発信を行うとともに、個
別テーマを深掘りするための交流や機会の創出を図ります。

8－2. 課題解決に参画できる環境の整備

◦�地域及び社会課題の解決に向けて、気軽に参画できる手段の検討を行うとともに、挑戦
する区民や事業者等を応援する仕組みの検討を行います。
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【目指す姿の実現に向けた重点事業】

8－1. 地域及び社会課題に関心を持つ事業者の増加

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

産 業 交 流 に よ る
新 た な 産 業 の 創
出（SETAGAYA 
PORT を 通 じ た
多様な人々の交流
推進）【再掲】

多 様 な 人 材 や 業 種 が 交 流 す る
産 業 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

“SETAGAYA PORT”を通じて、
地域及び社会課題に関心を持つさ
まざまなステークホルダーが仲間
を集めたり、関心のあるテーマを
深掘りするための交流機会を創出
します。

S E T A G A Y A　
PORTの新規会
員登録者数（累
計）

5,100 6,900 7,500 人

産業視点からの福
祉事業の課題解決

（せせせプロジェ
クトの実施）

「せせせプロジェクト」により、障
害者施設で製作される自主生産品
の商品開発のアドバイスをはじめ
SNSやメディアの活用、イベント
実施によるPR、ECサイトでの販
路拡大等により、売上向上とそれ
による利用者の工賃アップを進め
ます。またメディアと連携して福祉
系産業の仕事の魅力をダイレクト
に伝える冊子やwebコンテンツを
展開し福祉人材確保につなげます。

せせせプロジェ
クトイベントの
開催回数

5 5 5 回

農 福 連 携 の 推 進
（障害者施設等を
対象とした農作業
体験会等の実施）

【再掲】

区内農地の保全及び障害者就労の
促進と工賃向上に向けて取り組む
農福連携事業において、農作業体
験会等の機会を通した障害者の働
く意欲の向上や、地域イベント等
による区民及び区内農家の意識醸
成を進め、世田谷区における農福
連携を推進していきます。

農福連携事業を
通じた区内就職
者数

15 15 15 人
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8－2. 課題解決に参画できる環境の整備

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

産 業 交 流 に よ る
新 た な 産 業 の 創
出（SETAGAYA 
PORT に よ る 地
域及び社会課題の
解決促進）

多 様 な 人 材 や 業 種 が 交 流 す る
産 業 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

“SETAGAYA PORT”を通じて、
様々なステークホルダーが連携し
てプロジェクトに取り組みます。プ
ロジェクトには様々な形で関与・応
援できる仕組みを検討します。

S E T A G A Y A　
PORTの新規会
員登録者数（累
計）

2,200 2,800 3,600 人

産業視点からの福
祉事業の課題解決

（せせせプロジェ
ク ト の 実 施）【再
掲】

「せせせプロジェクト」により、障
害者施設で製作される自主生産品
の商品開発のアドバイスをはじめ
SNSやメディアの活用、イベント
実施によるPR、ECサイトでの販
路拡大等により、売上向上とそれ
による利用者の工賃アップを進め
ます。またメディアと連携して福祉
系産業の仕事の魅力をダイレクト
に伝える冊子やwebコンテンツを
展開し福祉人材確保につなげます。

せせせプロジェ
クトイベントの
開催回数

5 5 5 回

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
の イ ノ ベ ー シ ョ
ンの創出（テスト
マーケティング、
社会実証実験等の
推進）【再掲】

新たな産業活性化拠点整備事業に
おいて、小売店や飲食店などによ
るトライアル販売、区内既存事業
者による新たなプロダクトやサー
ビス開発・社会課題解決にあたって
のテストマーケティング等の活動
の場や、新たなテクノロジーの社
会実証フィールドの場を構築しま
す。

地域・事業者の
イベント開催数 － 120 160 回

高 齢 者 就 労 メ
ニ ュ ー の さ ら な
る 充 実（R60-SE 
TAGAYA-及びシ
ル バ ー 人 材 セ ン
ター）【再掲】

働きたいシニアと働き手を求める
事業者を対象にセミナーを開催し、
シニアに対する理解を深めるとと
もに、セミナーを通して働きたい
シニアのニーズに合った仕事の開
拓を図ります。

R60-SETAGA 
YA-のセミナー
の開催回数

7 7 7 回

目指す姿

9
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地域及び社会課題解決の取組みが積極的に展開される
世田谷区

基本的方針3「地域及び社会の課題の解決に向けてソーシャルビジネスの推進を図る」の実
現に向けては、事業者による地域及び社会課題解決に向けた持続的な取組みが不可欠である
ことから、事業者による事業活動としての課題解決を後押しすることが重要です。

そこで、「地域及び社会課題解決の取組みが積極的に展開される世田谷区」を目指し、その
実現に向けて、下記の施策に取り組んでいきます。

【目指す姿の実現に向けた取組み】

9－1. 事業者の取組みを促す支援の充実

◦�地域及び社会課題の解決に取り組む事業者等が気軽に相談できる窓口を構築します。ま
た、積極的な取組みを行う事業者を取り上げ、情報発信することで、事業者間の顔の見
える化につなげます。

◦�課題解決に向けた事業や取組みを、区民により応援する雰囲気の醸成や仕組みの検討を
行います。

◦�地域及び社会課題の解決に取り組む事業者による事業活動を、産業視点からバックアッ
プします。

9－2. 担い手間の共創を促進

◦�課題解決に取り組む事業者間・担い手間の協業や連携を促進する機会や場の構築により、
多様な視点や手法でより効果的に地域及び社会課題の解決につなげていきます。

目指す姿

9
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【目指す姿の実現に向けた重点事業】

9－1. 事業者の取組みを促す支援の充実

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

産業視点からの福
祉事業の課題解決

（せせせプロジェ
ク ト の 実 施）【再
掲】

「せせせプロジェクト」により、障害者
施設で製作される自主生産品の商品開
発のアドバイスをはじめSNSやメディ
アの活用、イベント実施によるPR、EC
サイトでの販路拡大等により、売上向
上とそれによる利用者の工賃アップを
進めます。またメディアと連携して福
祉系産業の仕事の魅力をダイレクトに
伝える冊子やwebコンテンツを展開し
福祉人材確保につなげます。

せせせプロジェ
クトイベントの
開催回数

5 5 5 回

高 齢 者 就 労 メ
ニ ュ ー の さ ら な
る 充 実（R60-SE 
TAGAYA-及びシ
ル バ ー 人 材 セ ン
ター）【再掲】

働きたいシニアと働き手を求める事業
者を対象にセミナーを開催し、シニア
に対する理解を深めるとともに、セミ
ナーを通して働きたいシニアのニーズ
に合った仕事の開拓を図ります。

R60-SETAGA 
YA-のセミナー
の開催回数

7 7 7 回

地域・社会課題解
決 に 向 け た ソ ー
シャルビジネスの
推進（ソーシャル
ビジネス・コミュ
ニティビジネス支
援事業の実施）

持続可能な地域経済の発展を実現する
ため、社会課題や地域課題の解決や地
域の活性化を図る事業を行うソーシャ
ルビジネス事業者に対して、補助を行
うことで、持続可能な地域経済の発展
を実現します。

ソーシャルビジ
ネス補助交付件
数

5 5 5 件

9－2. 担い手間の共創を促進

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

産 業 交 流 に よ る
新 た な 産 業 の 創
出（SETAGAYA 
PORT に よ る 地
域及び社会課題の
解決促進）【再掲】

多 様 な 人 材 や 業 種 が 交 流 す る
産 業 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

“SETAGAYA PORT”を通じて、
区内を中心としたさまざまなス
テークホルダーと連携し、社会課
題、地域課題の解決に取り組みま
す。

S E T A G A Y A　
PORTの新規会
員登録者数（累
計）

2,200 2,800 3,600 人
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施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

産業視点からの福
祉事業の課題解決

（せせせプロジェ
ク ト の 実 施）【再
掲】

「せせせプロジェクト」により、障
害者施設で製作される自主生産品
の商品開発のアドバイスをはじめ
SNSやメディアの活用、イベント
実施によるPR、ECサイトでの販
路拡大等により、売上向上とそれ
による利用者の工賃アップを進め
ます。またメディアと連携して福祉
系産業の仕事の魅力をダイレクト
に伝える冊子やwebコンテンツを
展開し福祉人材確保につなげます。

せせせプロジェ
クトイベントの
開催回数

5 5 5 回

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（区内事業
者間の交流支援）

【再掲】

新たな産業活性化拠点に整備予定
のコワーキングスペースにおいて、
インキュベーションマネージャー
等の専門人材を通じて、相談、ビジ
ネスマッチング、伴走支援を実施
し、事業者間の交流を促進します。

ビジネスマッチ
ング支援事業者
数

－ 120 150 社
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3 世田谷区の経済産業政策の方向性

地域経済の持続可能性を考慮した事業活動及び
エシカル消費 2 の推進を図る

現状と課題

持続可能な地域経済の構築に向けては、継続的な消費が促され、生産が拡大されていくな
ど、地域経済循環の向上を図ることが重要です。そのため、継続的な消費喚起や来街者の呼び
込みなどが重要であり、地域経済活性化の取組みや個店の魅力の掘り起こしなど、地域の強
みや魅力のPRに取り組むことが肝要です。

新型コロナウィルス感染症の影響により経済的損失を被った区内中小個店支援に向けて、
デジタル地域通貨「せたがやPay」を活用したポイント還元事業による消費喚起を行ってき
ましたが、今後は、新規顧客の個店への定着と、継続的な区内消費を喚起していくことがより
重要となります。

また、区外からの来街者を増加させ、区内消費につなげることを目的に、「世田谷まちなか
観光交流協会」を中心として観光プロモーションや各種事業に取り組んできましたが、新型
コロナウィルス感染症禍において取組みが停滞したことから、今後、改めて来街者を誘引し、
地域経済の活性化や消費の拡大に取り組んでいくことが重要です。

また、SDGsの12番目の目標である「つくる責任つかう責任」にあるように、製品やサービ
スを生み出す生産者・事業者側において持続可能性を考慮することが重要であり、さらには利
用者及び消費者側においても、理解の底上げと実際の行動に移すことができる身近な環境の
構築を図ることが必要となると考えられます。

政策の方向性

◦�継続的な消費喚起や来街者の呼び込み、区民の地元への愛着醸成や個店の魅力の掘り起
こしなど、地域の強みや魅力のPRに取組み、地域経済の活性化を促進します。

◦�エシカル、人権等への意識や理解の啓発を図ることで、SDGsの理解を深め、SDGsへの
行動が世田谷の産業や事業者の価値を高めることにつながるとともに、世田谷という街
のブランドや強みにもつながるよう、取組みの促進や環境整備に取り組みます。

基本的
方　針

4

2 環境や人・社会、または地位に配慮した消費行動のこと。グリーン購入やエコマーク付製品、リサイクル製品、フェ
アトレード製品、オーガニック食品、障害者の社会参画推進を目指した事業や被災者支援といった応援消費などがそ
の一例。地産地消や地元商店街での買物も地域の持続可能な発展や環境保全に配慮したエシカルな消費行動と言え
る。
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目指す姿

「現状と課題」及び「政策の方向性」を踏まえ、基本的方針4「地域経済の持続可能性を考慮
した事業活動及びエシカル消費の推進を図る」の実現に向けて、より具体化した要素を「目指
す姿」として整理し、実現に向けた個々の施策を展開することで、基本的方針4の実現や充実
を目指します。

10．地域経済の活性化や賑わいが生み出される世田谷区
11．エシカルが身近に存在する世田谷区
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3 世田谷区の経済産業政策の方向性

地域経済の活性化や賑わいが生み出される世田谷区

基本的方針4「地域経済の持続可能性を考慮した事業活動及びエシカル消費の推進を図る」
の実現に向けては、消費喚起や賑わい創出の取組み等を通じて、継続的で活発な経済活動を
後押しすることが重要です。

そこで、「地域経済の活性化や賑わいが生み出される世田谷区」を目指し、その実現に向け
て、下記の施策に取り組んでいきます。

【目指す姿の実現に向けた取組み】

10－1. 継続的な消費の喚起と賑わいの創出

◦�デジタル地域通貨「せたがやPay」を活用し、区民や来街者による継続的な区内消費を
喚起し、地域経済循環を推進していきます。

◦�消費者が正しい知識を持って安心安全に商品やサービスを消費できる環境を整備すると
ともに、消費行動によってもたらされる地域経済循環や環境影響について意識向上のた
めの普及啓発を図ります。

◦�商店街の個店の魅力の掘り起こしを促進するとともに、商店街を中心とする地域活性化
の取組みとの連携や支援を通じて、商店街のPR及び地域の賑わい創出を促します。

◦�商店街を含む地域全体のエリアリノベーションに取り組むことで、地域の人材を掘り起
こし、遊休資産などの地域資源を活用して、エリア全体の「稼ぐ力」の向上や魅力の再創
出等を図ります。

◦�区民や来街者が楽しみながら区内を回遊できるまちなか観光により、区内消費と賑わい
を生み出すため、「世田谷まちなか観光交流協会」への事業者の参画を促すとともに、会
員間の有機的な連携と協働を生み出す土壌の醸成を図り、同協会の観光プラットフォー
ム機能の強化やまちなか観光政策の基盤を強化します。

10－2. 区外からの来街者の呼び込み

◦�住宅都市ならではの観光の観点から、地域資源の発掘や連動、地域の強みや魅力のPR
強化等を通じて、インバウンドを含めた来街者を呼び込み、区内での来街者消費を喚起
します。また、民間事業者の観光イベント等との連携及び民間事業者間の連携を促進し、
来街者の呼び込みを図ります。

◦�図柄入りナンバープレートやふるさと納税等を通じて、世田谷の強みや魅力をブラン
ディングしPRしていきます。

目指す姿

10
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10－3. 区民の地元愛着の更なる向上

◦�世田谷みやげの品目増加やブランディング、普及啓発や周知等により、その魅力の向上
を図ります。

◦�ものづくり発見ツアーやふれあい農園（収穫体験事業）、区内産農産物の「せたがやそだ
ち」としてのブランド化などの取り組みを通じて、自分たちの地域産業の特色と魅力を
知ってもらう機会を創出していきます。

◦�デジタル地域通貨「せたがやPay」や図柄入りナンバープレートにより、世田谷のPRを
図ります。

【目指す姿の実現に向けた重点事業】

10－1. 継続的な消費の喚起と賑わいの創出

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

地域経済循環の推
進（せたがやPay
事業による継続的
な消費の喚起）

「せたがやPay」の運営を支援し、中小
個店デジタルプラットフォームとし
て区内中小個店や商店街の稼ぐ力を
下支えする基盤として整備。地域経済
の活性化や電子決済定着による産業
効率化等を推進し、もって地域経済の
循環を図ります。

せたがやPayア
プリ利用者の継
続利用率

75 75 75 ％

消費者の安心安全
の確保と消費行動
の影響についての
意識向上の推進

区民へ向けて各種広報媒体を活用し
た啓発や講座の実施、消費者安全確保
地域協議会の運営などにより、消費者
の安心安全の確保と消費行動の影響
についての意識向上の推進を図りま
す。消費者からの相談に対しては、安
心安全の確保に向け、適切な助言、情
報提供、あっせん等によるサポートを
行うとともに、必要に応じた事業者調
査、指導等を実施します。

消費者の安心安
全や意識向上に
関する講座の実
施回数

20 20 20 回

商店街等地域の面
的価値の向上に向
けた取組みの推進

（エリアリノベー
ションの実施）【再
掲】

商店街を含む地域エリア全体の「稼ぐ
力」の向上や魅力の再創出等を目的と
して、地域の人材を掘り起こし、核と
なる店舗誘致や遊休資産などの地域
資源を活かすことで新たな需要を取
り込み、もって地域経済の循環を図り
ます。

地域におけるリ
ノベーションス
クール・勉強会
等の開催

3 4 4 回

まちなか観光の推
進（まちなか観光
交流協会への理解
と参画の促進）

PRや魅力発信などを通じて、世田谷
まちなか観光交流協会への理解と参
画を促します。

世田谷まちなか
観光交流協会会
員数の増加

3 3 3 会員数
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3 世田谷区の経済産業政策の方向性

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

まちなか観光の推
進（まちなか観光
交流協会の活動の
活性化）

世田谷まちなか観光交流協会を通じ
て会員間の関係が深化し、協会主催の
事業展開や会員間の連携した取組み
が活発な展開を後押しします。

世田谷まちなか
観光交流協会の
活動回数（イベ
ン ト 等 事 業 回
数）

13 19 19 回

10－2. 区外からの来街者の呼び込み

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

まちなか観光の推
進（まちなか観光
交流協会への理解
と参画の促進）【再
掲】

PRや魅力発信などを通じて、世田谷
まちなか観光交流協会への理解と参
画を促します。

世田谷まちなか
観光交流協会会
員数の増加

3 3 3 会員数

まちなか観光の推
進（まちなか観光
交流協会の活動の
活性化）【再掲】

世田谷まちなか観光交流協会を通じ
て会員間の関係が深化し、協会主催の
事業展開や会員間の連携した取組み
が活発な展開を後押しします。

世田谷まちなか
観光交流協会の
活動回数（イベ
ン ト 等 事 業 回
数）

13 19 19 回

10－3. 区民の地元愛着の更なる向上

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

地域経済循環の推
進（せたがやPay
事業による継続的
な消費の喚起）【再
掲】

「せたがやPay」の運営を支援し、中小
個店デジタルプラットフォームとして
区内中小個店や商店街の魅力を発信し、
消費者を誘引する基盤として整備する
ことで、地域密着、地元志向、地域への
愛着の向上を図ります。

せたがやPayア
プリ利用者の継
続利用率

75 75 75 ％

目指す姿

11



80

エシカルが身近に存在する世田谷区

基本的方針4「地域経済の持続可能性を考慮した事業活動及びエシカル消費の推進を図る」
の実現に向けては、エシカル消費の理解促進や実際の行動に移すことができる環境が身近に
存在することが重要です。

そこで、「エシカルが身近に存在する世田谷区」を目指し、その実現に向けて、下記の施策
に取り組んでいきます。

【目指す姿の実現に向けた取組み】

11－1. エシカル関心層の増加

◦�環境や人・社会、また地域に配慮した消費行動であるエシカル消費に関する理解促進や
普及啓発を行い、エシカル消費に関心を持つ区民の増加や裾野の拡大に取り組みます。

◦�エシカル消費を身近に感じることができるイベントや、身近な行動との結びつき、実践
できる場の提供や機会の創出に取り組みます。

◦�持続可能性を考慮した製品やサービスの購入促進のための普及啓発に取り組みます。

11－2. 事業者のエシカル意識の醸成

◦�食品ロスや廃棄物の削減、地産地消の取組み、フェアトレードなど、事業者のエシカル
に関する意識や理解の促進に関する普及啓発に取り組みます。

◦�食品ロスや廃棄物の削減、地産地消の取組み、フェアトレードなど、事業者がエシカル
を取り入れることができ、実践することができる場の提供や機会を創出し、事業者のエ
シカル意識の醸成を図ります。

◦�持続可能性を考慮した製品やサービスの製造・販売に関する意識や理解の促進に関する
普及啓発に取り組みます。

11－3. 脱炭素等意識の醸成と実践の後押し

◦��脱炭素等環境意識の向上と醸成促進のための情報発信や普及啓発に取り組みます。

◦�新たな産業活性化拠点等の活動を通じて、環境配慮を促す事業者の育成や環境産業の育
成を支援します。

目指す姿

11



81

3 世田谷区の経済産業政策の方向性

【目指す姿の実現に向けた重点事業】

11－1. エシカル関心層の増加

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

持続可能な消費者
行動の推進（消費
生活センターだよ
り等による啓発等
の実施）

各種広報媒体を活用した啓発や
講座を実施して区民へ向けた普
及・啓発を進め、持続可能な消
費者行動であるエシカル消費の
推進を図ります。

エシカル消費に
関する講座の実
施回数

15 15 15 回

持続可能な消費者
行動の推進（子ど
も向けの啓発チラ
シを活用した学習
機会の提供）

エシカルを身近に感じることが
でき、実践できる場の提供や機
会を創出して区民へ向けた普
及・啓発を進め、持続可能な消
費者行動であるエシカル消費の
推進を図ります。

啓発チラシの配
布枚数 10,000 10,000 10,000 部

エシカル消費を実
践する事業者によ
るイベントの開催

規格外野菜の販売や食品ロス削
減などエシカル消費を実践する
事業者を集めてイベントを開催
する。来場者にエシカル消費を
知ってもらい、行動促進につな
げる。

イベント回数 1 1 1 回

11－2. 事業者のエシカル意識の醸成

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

持続可能な事業者
行動の推進（エシ
カル消費に賛同す
る 事 業 者 に 対 し
て、「賛 同 事 業 者
ステッカー」の配
布等の実施）

エシカル消費賛同事業者の募集を行
い、事業者のエシカルに関する意識
や理解の促進を図ります。

賛同事業者数 30 20 20 事業者

持続可能な事業者
行動の推進（エシ
カル消費賛同事業
者によるカンファ
レンスの実施）

エシカル消費賛同事業者を繋ぐ取り
組みを行い、事業者がエシカルを取
り入れ実践する契機としエシカル意
識の醸成を図ります。

カンファレンス
実施回数 1 1 1 回

エシカル消費を実
践する事業者によ
るイベントの開催

【再掲】

規格外野菜の販売や食品ロス削減な
どエシカル消費を実践する事業者を
集めてイベントを開催する。来場者に
エシカル消費を知ってもらい、行動
促進につなげる。

イベント回数 1 1 1 回
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11－3. 脱炭素等意識の醸成と実践の後押し

施策名 事業内容
行動指標（アウトプット）

目標値
R6 R9 R13 単位

産業情報の発信強
化（脱炭素等環境
に 関 す る 情 報 発
信）

脱炭素など環境意識等に関する情報発
信や普及啓発を行い、事業者の環境意
識の向上を図ります。

脱炭素など産業
分野における環
境に関する啓発
活動回（メール
マガジンによる
配信）

6 6 6 回

生産性向上に向け
た設備整備の後押
し【再掲】

区内中小事業者等の生産性向上に資す
る設備投資や製品購入、効率化や省エ
ネ性能の高い設備や製品等経費の一部
を補助します。

補助件数 20 20 20 件

新たな価値を創出
する事業者・人材
の育成、区内産業
のイノベーション
の創出（アクセラ
レータープログラ
ムの実施）【再掲】

新たな産業活性化拠点整備事業におい
て、アクセラレータープログラムの実
施や事業スペースの提供、専門人材に
よるサポート、他企業との交流・連携な
どを通じて、環境関連事業者の育成に
も取り組みます。

ア ク セ ラ レ ー
タープログラム
支援事業者数

－ 100 250 社




